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調査方法 

 

調査対象者 
大竹市内にお住まいで小学校就学前のお子さんがおられる世帯から無

作為抽出 

調査数 800 名 

調査方法 
・郵送による配布，郵送による回収（督促ハガキ対応あり） 

・電子データの配信 

調査票回収数 479 件 回収率 59.9％ 

 

調査集計にあたっての留意事項 

 

●回答結果は小数点第２桁目を四捨五入しています。この関係で，単回答（複数の選択肢

からひとつだけを選ぶ形式）の合計値がちょうど「100.0」にならない場合があります。 

 

 

●複数回答（２つ以上の回答を選ぶ形式）における割合についての単位はパーセントとし

ています。この場合，回答は有効標本数全体に対して各々の割合を示すものであり，各

選択肢の回答を合計しても「100.0」とはなりません。 

 

 

●本報告書における「Ｎ」「ＳＡ」「ＭＡ」「数量」は，それぞれ 

 「Ｎ」   ＝サンプル数のこと 

 「ＳＡ」  ＝単回答のこと（Single Answer の略） 

 「ＭＡ」  ＝複数回答のこと（Multiple Answer の略） 

 「数量」  ＝数量回答のこと 

  を示します。 

 

 

●本文中の設問の選択肢について,長い文は簡略化している場合があります。 
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問１ お住まいの地区はどちらですか。 (SA) 

 「大竹地区（大竹小学校区）」が 51.1％，「小方地区（小方小学校区）」が 35.3％，「玖波

地区（玖波小学校区）」が 11.9％，「栗谷地区（栗谷小学校区）」が 0.4％となっています。 

大竹地区（大竹小学

校区）

51.1%
小方地区（小方小学

校区）

35.3%

玖波地区（玖波小学

校区）

11.9%

栗谷地区（栗谷小学

校区）

0.4% 無回答

1.3%

(SA) N=479

 

 

 

問２ あて名のお子さんの年齢 

 「０歳」が 18.8％で最も高くなっています。次いで「１歳」が 15.0％，「４歳」が 12.5％

で続いています。 

18.8 

15.0 

10.6 

9.8 

12.5 

9.6 

0.2 

23.4 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

無回答

(SA) N=479
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問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。 (SA) 

 「母親」が 84.8％，「父親」が 13.8％となっています。 

母親

84.8%

父親

13.8%

その他

0.4%
無回答

1.0%

(SA) N=479

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

祖父 １
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問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

(SA) 

 「配偶者がいる」が 90.4％を占めています。 

配偶者がいる

90.4%

配偶者はいない

8.1%

無回答

1.5%

(SA) N=479

 

 

 

問６ あて名のお子さんの子育て（教育含む）を主にしている方はどなたですか。 (SA) 

 「父母ともに」が 61.2％で突出しています。「主に母親」が 34.4％で続いています。 

61.2 

34.4 

0.8 

1.0 

1.0 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

(SA) N=479

 
■その他回答 

内容 類似回答数 

父母・祖父母 ２

母と祖母 １

母と祖父母 １
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■配偶者の有無別クロス集計                             

 配偶者がいる方では，「父母ともに」が，配偶者はいない方では，「主に母親」が最も高

くなっています。 

上段:度数

下段:％

433 285 133 3 5 4 3

100.0 65.8 30.7 0.7 1.2 0.9 0.7

39 6 30 1 - 1 1

100.0 15.4 76.9 2.6 - 2.6 2.6

合
計

父
母
と
も
に

主
に
母
親

主
に
父
親

主
に
祖
父
母

そ
の
他

無
回
答

配偶者がいる

配偶者はいない
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問７ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施

設）ですか。 (MA) 

 「父母ともに」が 63.9％で突出しています。「母親」が 33.8％，「保育所」が 33.4％で続

いています。 

63.9 

33.8 

4.6 

27.3 

9.4 

33.4 

0.2 

3.8 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

(MA) N=479

 
■その他回答 

内容 類似回答数 

子育て支援センター ４

おば ３

兄姉 ２

曾祖母 ２

おじ １

子の実の父親 １

親戚 １

祖母 １

地域の子育て支援事業、どんぐりころころなど １
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問７-１ あて名のお子さんの子育て（教育含む）に，もっとも影響すると思われる環

境はどれですか。 (MA) 

 「家庭」が 91.4％で突出しています。「保育所」が 42.0％，「地域」が 18.2％で続いてい

ます。 

91.4 

18.2 

16.7 

42.0 

1.7 

1.9 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭

地域

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

(MA) N=479

 
■その他回答 

内容 類似回答数 

子育て支援センター ５

習い事、友だちとの遊び １

どんぐりハウス １

テレビ・ネット １

祖父母宅 １

公文 １

 

 

■配偶者の有無別クロス集計                             

 配偶者がいる方，配偶者はいない方ともに，「家庭」が最も高くなっています。配偶者は

いない方では，「保育所」も６割以上と高くなっています。 

上段:度数

下段:％
433 399 77 75 175 8 9 2

100.0 92.1 17.8 17.3 40.4 1.8 2.1 0.5

39 35 9 4 24 - - 1

100.0 89.7 23.1 10.3 61.5 - - 2.6

保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

そ
の
他

無
回
答

配偶者がいる

配偶者はいない

合
計

家
庭

地
域

幼
稚
園
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問８ 日頃，あて名のお子さんを預かってもらえる人はいますか。 (MA) 

 「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる」が 59.3％で突出し

ています。「日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる」が 28.6％，「いずれもない」が

16.1％で続いています。 

28.6 

59.3 

1.9 

9.6 

16.1 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

日常的に祖父母等の親族に

預かってもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族に預かってもらえる

日常的に子どもを預けられる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもを預けられる友人・知人がいる

いずれもない

無回答

(MA) N=479

 

■配偶者の有無別クロス集計                             

 配偶者がいる方，配偶者はいない方ともに，「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族に預かってもらえる」が最も高くなっています。 

上段:度数

下段:％

433 118 257 9 43 74 1

100.0 27.3 59.4 2.1 9.9 17.1 0.2

39 18 22 - 2 2 -

100.0 46.2 56.4 - 5.1 5.1 -

合
計

日
常
的
に
祖
父
母
等
の
親

族
に
預
か
っ
て
も
ら
え
る

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の

際
に
は
祖
父
母
等
の
親
族

に
預
か
っ
て
も
ら
え
る

日
常
的
に
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
友
人
・
知
人
が
い
る

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の

際
に
は
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
友
人
・知
人
が
い
る

い
ず
れ
も
な
い

無
回
答

配偶者がいる

配偶者はいない
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問８-１ 祖父母等の親族に預かってもらっている状況について，おうかがいします。 

(MA) 

 「祖父母等の親族が孫を預かることについては，特に問題はない」が 64.8％で突出して

います。「自分たち親の立場として，負担をかけていることが心苦しい」が 22.5％，「祖父

母等の親族の身体的負担が大きく心配である」が 18.1％で続いています。 

64.8 

18.1 

17.6 

22.5 

2.6 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

祖父母等の親族が孫を預かること

については，特に問題はない

祖父母等の親族の身体的負担が

大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として，

負担をかけていることが心苦しい

その他

無回答

(MA) N=386

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

祖父母の仕事が忙しい時には預けることが難しい・心苦しい ４

夫の両親なのでお願いするのに気を使う ２

遠方で新幹線を利用して来てもらうことになるので、年１回未満。もしく

は２年に１回くらいしか頼んでいない 
１

日常的に接しているわけではないので子ども自身の不安も大きいと思う １

めったに預けることはない １

甘やかしすぎるので本当は預けたくない １
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問８-２ 友人や知人に預かってもらっている状況について，おうかがいします。 

(MA) 

 「友人・知人に預かってもらうことについては，特に問題はない」が 50.0％で突出して

います。「自分たち親の立場として，負担をかけていることが心苦しい」が 29.2％，「友人・

知人の身体的負担が大きく心配である」「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく

心配である」がともに 12.5％で続いています。 

50.0 

12.5 

12.5 

29.2 

2.1 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

友人・知人に預かってもらうこと

については，特に問題はない

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として，

負担をかけていることが心苦しい

その他

無回答

(MA) N=48
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問９ お子さんの子育て（教育含む）に関して，気軽に相談できる先は，誰（どこ）で

すか。 (MA) 

 「祖父母等の親族」が 79.5％，「友人や知人」が 74.1％で群を抜いて高くなっています。

「保育士」が 21.7％で続いています。 

79.5 

74.1 

12.3 

16.1 

4.0 

21.7 

6.3 

2.7 

0.2 

6.9 

0.4 

0.8 

2.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設

（子育て支援センター等）・NPO

保健所

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員，主任児童委員

西部こども家庭センター（児童相談所）

かかりつけの医師

自治体の子育て関連担当窓口

その他

気軽に相談できる先は特にない

無回答

(MA) N=479

 

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

姉妹 １

職場 １

夫 １
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問10(１) 母親：現在の就労状況を（自営業，家族従事者を含む）おうかがいします。 

(SA) 

 「以前は就労していたが，現在は就労していない」が 44.7％で最も高くなっています。

次いで「パート・アルバイト等で就労しており，産休・育休・介護休業中ではない」が28.4％，

「フルタイムで就労しており，産休・育休・介護休業中ではない」が 16.1％で続いています。 

16.1 

4.2 

28.4 

1.9 

44.7 

3.5 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

フルタイムで就労しており，

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが，

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており，

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが，

現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

(SA) N=479

 
 

■配偶者の有無別クロス集計                             

 配偶者がいる方，配偶者はいない方ともに，「以前は就労していたが，現在は就労してい

ない」が最も高くなっています。 

上段:度数

下段:％
433 64 19 124 8 197 17 4

100.0 14.8 4.4 28.6 1.8 45.5 3.9 0.9

39 11 1 10 1 14 - 2

100.0 28.2 2.6 25.6 2.6 35.9 - 5.1

配偶者がいる

配偶者はいない

合
計

フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
し
て

お
り
，
産
休
・育
休
・介
護
休

業
中
で
は
な
い

フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
し
て

い
る
が
，
産
休
・育
休
・介
護

休
業
中
で
あ
る

パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
等
で

就
労
し
て
お
り
，
産
休
・育

休
・介
護
休
業
中
で
は
な
い

パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
等
で

就
労
し
て
お
り
，
産
休
・育

休
・介
護
休
業
中
で
あ
る

以
前
は
就
労
し
て
い
た
が
，

現
在
は
就
労
し
て
い
な
い

こ
れ
ま
で
に
就
労
し
た
こ

と
が
な
い

無
回
答
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問10(１)-１ 母親：週当たりの「就労日数」 (SA) 

 「５日」が 61.6％で突出しています。「４日」が 17.4％，「６日」が 7.4％で続いています。 

2.1 

3.3 

6.6 

17.4 

61.6 

7.4 

0.8 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

(SA) N=242

 

 

 

問10(２) 父親：現在の就労状況を（自営業，家族従事者を含む）おうかがいします。 

(SA) 

 「フルタイムで就労しており，育休・介護休業中ではない」が 84.3％で突出しています。 

84.3 

0.0 

0.4 

0.2 

0.2 

0.0 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており，

育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが，

育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，

育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており，

育休・介護休業中である

以前は就労していたが，

現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

(SA) N=479
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問10(２)-１ 父親：週当たりの「就労日数」 (SA) 

 「５日」が 64.9％で突出しています。「６日」が 29.5％で続いています。 

0.2 

0.7 

0.5 

0.2 

64.9 

29.5 

2.2 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

(SA) N=407

 

 

 

問11(１) 母親：フルタイムへの転換希望はありますか。 (SA) 

 「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 49.0％で最も高く，次いで「フ

ルタイムへの転換希望はあるが，実現できる見込みはない」が 15.9％，「フルタイムへの転

換希望があり，実現できる見込みがある」が 8.3％で続いています。 

フルタイムへの転換

希望があり，実現で

きる見込みがある
8.3%

フルタイムへの転換

希望はあるが，実現

できる見込みはない
15.9%

パート・アルバイト

等の就労を続けるこ

とを希望
49.0%

パート・アルバイト

等をやめて子育てや

家事に専念したい
1.4%

無回答

25.5%

(SA) N=145
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問11(２) 父親：フルタイムへの転換希望はありますか。 (SA) 

 「フルタイムへの転換希望があり，実現できる見込みがある」に６件の回答があり,その

ほかの回答はありませんでした。 

 

 

問12(１) 母親：就労したいという希望はありますか。(SA) 

 「１年より先，一番下の子どもが大きくなったころに就労したい」が 48.1％で最も高く，

次いで「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 21.6％となっています。 

子育てや家事などに

専念したい（就労の

予定はない）
21.6%

１年より先，一番下

の子どもが大きく

なったころに就労し
たい

48.1%

すぐにでも，もしく

は１年以内に就労し

たい
16.9%

無回答

13.4%

(SA) N=231

 

 



16 
 

 

問12(１)母親：希望する就労形態 (SA) 

 「パートタイム，アルバイト等」が 60.7％を占めています。 

フルタイム

9.3%

パートタイム，アル

バイト等

60.7%

無回答

30.0%

(SA) N=150

 

 

 

問12(１)母親：希望する１週当たりの就労日数 (SA) 

 「５日」が 42.9％で最も高くなっています。次いで「４日」が 28.6％，「３日」が 26.4％

で続いています。 

0.0 

0.0 

26.4 

28.6 

42.9 

1.1 

0.0 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

(SA) N=91

 
 

 

問12(２) 父親：就労したいという希望はありますか。 (SA) 

 「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」に１件の回答がありました。 
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問13 あて名のお子さんの出産前後（前後それぞれ１年以内）に離職をしましたか。 

(SA) 

 「出産１年前にすでに働いていなかった」が 42.4％で最も高く，次いで「離職した」が

32.2％となっています。 

離職した

32.2%

継続的に働いていた

（転職も含む）

20.3%

出産１年前にすでに

働いていなかった

42.4%

無回答

5.2%

(SA) N=479
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問13-１ 仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら，就労を継

続しましたか。 (SA) 

 「いずれにしてもやめていた」が 53.9％で突出しています。「職場において育児休業制度

等の仕事と家庭の両立支援制度が整い，働きやすい環境が整っていれば，継続して就労し

ていた」が 20.8％，「保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれば，継続し

て就労していた」が 9.1％で続いています。 

5.2 

20.8 

9.1 

3.9 

53.9 

4.5 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保育サービスが確実に利用できる

見込みがあれば，継続していた

職場において育児休業制度等の

仕事と家庭の両立支援制度が整い，

働きやすい環境が整っていれば，
継続して就労していた

保育サービスと職場の両立支援環境が

どちらも整っていれば，継続して就労していた

家族の考え方（親族の理解が得られない）等

就労する環境が整っていない

いずれにしてもやめていた

その他

無回答

(SA) N=154

 
 

■その他回答 

内容 類似回答数 

子どもが入退院を繰り返していたため １

産休・育休取得。土日祝保育や時間外の延長。病児保育 １

子どもが小さい間は家でみたかったから １

出産３か月前に辞めた １

体調が悪かったので仕方がなかった １
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問14 あて名のお子さんは現在，幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」

を利用されていますか。 (SA) 

 「利用している」が 54.3％,「利用していない」が 45.1％となっています。 

利用している

54.3%

利用していない

45.1%

無回答

0.6%

(SA) N=479

 

 

■配偶者の有無別クロス集計                             

 配偶者はいない方では，「利用している」割合が，配偶者がいる方と比べて高くなってい

ます。また，配偶者がいる方の４割強が「利用していない」と回答しています。 

上段:度数

下段:％

433 231 200 2

100.0 53.3 46.2 0.5

39 26 13 -

100.0 66.7 33.3 -

合
計

利
用
し
て
い
る

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

配偶者がいる

配偶者はいない
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問14-１ あて名のお子さんは，平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。

年間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。 (MA) 

 「認可保育所」が 71.9％で突出しています。「幼稚園」が 20.0％で続いています。 

71.9 

1.2 

0.8 

20.0 

6.5 

3.1 

0.8 

0.0 

0.4 

1.5 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

認可保育所

事業所内保育施設

認定こども園

幼稚園

幼稚園の預かり保育

児童館

その他の認可外保育施設

ベビーシッター

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(MA) N=260

 

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

公文 １

習い事の託児 １

子育て支援センター １

保育所の一時保育 １
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■地区別クロス集計                                 

 いずれの地区においても，「認可保育所」の利用が大半をしめており，大竹地区（大竹小学

校区）及び小方地区（小方小学校区）では，「幼稚園」の利用がともに２割を超えています。 

上段:度数

下段:％

137 101 2 - 28 11 1

100.0 73.7 1.5 - 20.4 8.0 0.7

87 55 1 2 22 6 5
100.0 63.2 1.1 2.3 25.3 6.9 5.7

32 28 - - 2 - 2

100.0 87.5 - - 6.3 - 6.3

1 1 - - - - -

100.0 100.0 - - - - -

大竹地区（大竹小学校区）

小方地区（小方小学校区）

玖波地区（玖波小学校区）

栗谷地区（栗谷小学校区）

合
計

認
可
保
育
所

事
業
所
内
保
育
施
設

認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

児
童
館

 

上段:度数

下段:％

137 1 - 1 1 3

100.0 0.7 - 0.7 0.7 2.2

87 1 - - 3 1
100.0 1.1 - - 3.4 1.1

32 - - - - -

100.0 - - - - -

1 - - - - -

100.0 - - - - -

そ
の
他
の

認
可
外
保
育
施
設

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

大竹地区（大竹小学校区）

小方地区（小方小学校区）

玖波地区（玖波小学校区）

栗谷地区（栗谷小学校区）

合
計
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問14-２(１) 現在の１週当たり利用日数。 (SA) 

 「５日」が 77.3％で突出しています。「６日」が 15.0％で続いています。 

1.5 

1.2 

1.2 

0.8 

77.3 

15.0 

0.8 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

(SA) N=260

 

 

問14-２(２) 希望する１週当たり利用日数。 (SA) 

 「５日」が 60.4％で突出しています。「６日」が 19.2％で続いています。 

0.4 

1.2 

1.2 

0.4 

60.4 

19.2 

1.9 

15.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

(SA) N=260
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問14-３ 現在，利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。 (SA) 

 「大竹中央幼稚園」が 20.0％で最も高くなっています。次いで「さかえ保育所」が 16.5％，

「大竹保育所」が 13.8％で続いています。 

13.8 

8.5 

10.4 

8.5 

16.5 

5.4 

9.2 

20.0 

1.5 

4.6 

1.5 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

大竹保育所

本町保育所

立戸保育所

なかはま保育所

さかえ保育所

玖波保育所

知恩保育園

大竹中央幼稚園

その他大竹市内の施設

大竹市外の施設

無回答

(SA) N=260

 
■その他回答 

内容 類似回答数 

子育て支援センター ３

阿多田児童館 １

サントピア １

たけのこ保育園 １

習い事の託児 １
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問14-４ 現在，利用している教育・保育事業の実施場所の位置関係はどのような状況

ですか。 (MA) 

 「施設と住まいが近い」が 71.5％で突出しています。「施設と勤務地やその他日常的な用

事のある場所が近い」が 15.0％，「施設が通勤やその他日常的な移動の途中にある」「施設

が勤務地等の近くにない，また移動の途中にもない」がともに 11.5％で続いています。 

71.5 

15.0 

11.5 

11.5 

3.1 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

施設と住まいが近い

施設と勤務地やその他日常的な

用事のある場所が近い

施設が通勤やその他日常的な

移動の途中にある

施設が勤務地等の近くにない，

また移動の途中にもない

その他

無回答

(MA) N=260

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

大竹には一つしか幼稚園がないから ２

祖父母の住まいが近い １

祖母が通っていたため １
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■地区別クロス集計                                 

 栗谷地区（栗谷小学校区）を除くすべての地区において，「施設と住まいが近い」の割合

が最も高くなっています。 

上段:度数

下段:％

137 104 18 15 13 2 1

100.0 75.9 13.1 10.9 9.5 1.5 0.7

87 52 14 11 13 5 -
100.0 59.8 16.1 12.6 14.9 5.7 -

32 28 6 3 3 1 -

100.0 87.5 18.8 9.4 9.4 3.1 -

1 - 1 1 - - -

100.0 - 100.0 100.0 - - -

大竹地区（大竹小学校区）

小方地区（小方小学校区）

玖波地区（玖波小学校区）

栗谷地区（栗谷小学校区）

合
計

施
設
と
住
ま
い
が
近
い

施
設
と
勤
務
地
や
そ
の
他

日
常
的
な
用
事
の
あ
る

場
所
が
近
い

施
設
が
通
勤
や
そ
の
他

日
常
的
な
移
動
の

途
中
に
あ
る

施
設
が
勤
務
地
等
の
近
く

に
な
い
，
ま
た
移
動
の

途
中
に
も
な
い

そ
の
他

無
回
答

 

 

 

問14-５ どのような交通手段で利用されていますか。 (SA) 

 「自家用車」が 58.5％を占めています。 

徒歩

17.3%

自転車

10.4%

自家用車

58.5%

その他

11.9%

無回答

1.9%

(SA) N=260

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

園バス 17

バス ９
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問14-６ 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由についてうかがいま

す。 (MA) 

 「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」が 66.5％，「子どもの教育や

発達のため」が 64.6％で群を抜いて高くなっています。 

64.6 

66.5 

2.7 

1.2 

2.7 

0.8 

1.9 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方に

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方に

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

(MA) N=260

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

上の子２才は保育所、下の子６カ月は家でみている １

習い事 １

畑仕事があるため １
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■現在利用している施設やサービス別クロス集計                    

 認可保育所を利用している方では，「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労して

いる」の割合が高く，幼稚園，幼稚園の預かり保育を利用している方では，「子どもの教育

や発達のため」の割合が高くなっています。 

上段:度数
下段:％

187 102 158 5 3 7 2 3 3

100.0 54.5 84.5 2.7 1.6 3.7 1.1 1.6 1.6
3 2 2 - - - - - -

100.0 66.7 66.7 - - - - - -

2 2 - - - - - - -
100.0 100.0 - - - - - - -

52 51 9 1 - - - - 1

100.0 98.1 17.3 1.9 - - - - 1.9
17 17 8 1 - - - - -

100.0 100.0 47.1 5.9 - - - - -

8 3 4 1 - - - 1 -
100.0 37.5 50.0 12.5 - - - 12.5 -

2 2 1 - - - - 1 -

100.0 100.0 50.0 - - - - 50.0 -
- - - - - - - - -

- - - - - - - - -

1 1 - - - - - - -
100.0 100.0 - - - - - - -

4 1 1 1 - - - 1 -

100.0 25.0 25.0 25.0 - - - 25.0 -

合
計

子
ど
も
の
教
育
や
発
達
の

た
め

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
が
現
在
就
労

し
て
い
る

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
に
就
労
予
定

が
あ
る
／
求
職
中
で
あ
る

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
が
家
族
・
親
族

な
ど
を
介
護
し
て
い
る

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
に
病
気
や

障
害
が
あ
る

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
が

学
生
で
あ
る

そ
の
他

無
回
答

認可保育所

事業所内保育施設

認定こども園

幼稚園

幼稚園の預かり保育

児童館

その他の認可外保育施設

ベビーシッター

ファミリー・サポート・センター

その他  
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問14-７ 利用していない理由は何ですか。 (MA) 

 「子どもがまだ小さいため」が 58.8％で最も高くなっています。次いで「利用する必要

がない」が 46.3％で続いています。 

46.3 

8.3 

0.0 

1.9 

6.5 

1.9 

1.9 

58.8 

10.6 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

利用する必要がない

子どもの祖父母等の親族がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

預けたいが，

保育・教育の事業に空きがない

預けたいが，

経済的な理由で事業を利用できない

預けたいが，

延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

預けたいが，事業の質や場所など，

納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため

その他

無回答

(MA) N=216

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

４月から入所 ８

子どもを連れて職場に行っている ２

18 時以降まで仕事があり、大竹には預かっていただけるところもないため １

預けたいが栗谷地区にないためできない １

緊急時など一時保育を利用したいが、子どもに食物アレルギーがあっ

て断られたため 
１

近所の児童館が社宅の人の集会所のようになっているので行きにくい １

子ども自身に抵抗があるため １

子どもは親がみるものだと思い、経済的に許すなら大きくなるまで働か

ない 
１

仕事を始めたら利用しようと考えている １

入園できる年齢ではない １

働いていないため預けられない １

保育料が高く気軽に利用できる状況ではない １
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問15 あて名のお子さんに関して，現在，利用している，利用していないにかかわら

ず，平日の教育・保育の事業として，「定期的に」利用したいと考える事業をお答

えください。 (MA) 

 「認可保育所」が 63.7％で突出しています。「幼稚園」が 32.2％，「幼稚園の預かり保育」

が 19.6％で続いています。 

63.7 

7.7 

6.9 

15.9 

32.2 

19.6 

1.3 

3.8 

9.0 

1.7 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

認可保育所

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

認定こども園

幼稚園

幼稚園の預かり保育

その他の認可外保育施設

ベビーシッター

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(MA) N=479

 
 

■その他回答 

内容 類似回答数 

公園 １

まだ考えていない １

病児・病後児保育 １

支援センター １

託児所 １
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■地区別クロス集計                                 

 現在の利用状況と比べて，栗谷地区（栗谷小学校区）を除くすべての地区で，「認定こど

も園」「幼稚園」「幼稚園の預かり保育」の利用希望が高くなっています。 

上段:度数

下段:％

245 159 18 16 35 78 44

100.0 64.9 7.3 6.5 14.3 31.8 18.0

169 104 14 12 30 56 41
100.0 61.5 8.3 7.1 17.8 33.1 24.3

57 37 5 5 11 18 8

100.0 64.9 8.8 8.8 19.3 31.6 14.0

2 2 - - - - -

100.0 100.0 - - - - -

認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

大竹地区（大竹小学校区）

小方地区（小方小学校区）

玖波地区（玖波小学校区）

栗谷地区（栗谷小学校区）

合
計

認
可
保
育
所

事
業
所
内
保
育
施
設

自
治
体
の
認
証
・

認
定
保
育
施
設

 

上段:度数

下段:％

245 5 5 17 6 13

100.0 2.0 2.0 6.9 2.4 5.3

169 1 10 20 1 17

100.0 0.6 5.9 11.8 0.6 10.1

57 - 2 2 - 6

100.0 - 3.5 3.5 - 10.5

2 - - 1 1 -

100.0 - - 50.0 50.0 -

合
計

そ
の
他
の

認
可
外
保
育
施
設

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

大竹地区（大竹小学校区）

小方地区（小方小学校区）

玖波地区（玖波小学校区）

栗谷地区（栗谷小学校区）
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問16 教育・保育の事業を利用する際，どのような理由で選ばれますか。 (MA) 

 「住まいに近いから」が 79.5％で突出しています。「保育（預かり）時間が利用しやすい

から」が 41.5％，「職員・スタッフの対応が良いから」が 41.1％で続いています。 

79.5 

21.5 

31.3 

19.4 

41.5 

41.1 

14.8 

10.6 

9.6 

21.3 

0.8 

10.6 

4.2 

3.3 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住まいに近いから

通勤の関係で便利だから

教育内容が優れているから

保育料（預かり料）が安いから

保育（預かり）時間が利用しやすいから

職員・スタッフの対応が良いから

建物・設備が充実しているから

知名度が高い，評判が良いから

近所の子どもが利用しているから

きょうだいが通っているから

希望した施設に入れなかったから

周辺環境が良いから

子どもの障害や発達の状況に

対応してもらえるから

その他

無回答

(MA) N=479

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

市内に幼稚園が一つしかなく選びようがないから ３

母親が通っていたから ３

「13」の発達状況に合わせての対応というのは、一番理想だと思う １

安心できるスタッフ・場所・環境 １

兄弟が入っていたため １

子どもが希望するところ １

実家から近い場所にある １

幼稚園は年に一度お金が返ってくるので、少しでもと思って幼稚園を選ぶ １
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問17 あて名のお子さんは，現在，地域子育て支援拠点事業を利用していますか。 

(MA) 

 「利用していない」が 65.3％で突出しています。「地域子育て支援拠点事業」が 26.3％

で続いています。 

26.3 

7.1 

65.3 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域子育て支援拠点事業

その他当該自治体で実施している

類似の事業

利用していない

無回答

(MA) N=479

 

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

どんぐりころころ ７

岩国子ども館 ５

おひさまルーム ３

どんぐり広場 ３

すこやかサロン ２

図書館のおはなし会 ２

パンダの会 ２

リトミック ２

あいいく館 １

松ヶ原子ども館 １

ヨガ、赤ちゃんピッコロ １
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■地区別クロス集計                                 

 いずれの地区も，「利用していない」という回答が過半数を占めています。 

上段:度数

下段:％

245 60 13 170 15

100.0 24.5 5.3 69.4 6.1

169 58 19 93 14

100.0 34.3 11.2 55.0 8.3

57 7 2 43 7

100.0 12.3 3.5 75.4 12.3

2 - - 2 -

100.0 - - 100.0 -

大竹地区（大竹小学校区）

小方地区（小方小学校区）

玖波地区（玖波小学校区）

栗谷地区（栗谷小学校区）

合
計

地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業

そ
の
他
当
該
自
治
体
で

実
施
し
て
い
る

類
似
の
事
業

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答
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問18 今は利用していないが，できれば利用したい，あるいは，利用日数を増やした

いと思いますか。 (SA) 

 「新たに利用したい，また利用日数を増やしたいとは思わない」が 46.3％で最も高く，

次いで「利用していないが，今後利用したい」が 20.7％となっています。 

利用していないが，

今後利用したい

20.7%

すでに利用している

が，今後利用日数を

増やしたい
12.3%新たに利用したい，

また利用日数を増や

したいとは思わない
46.3%

無回答

20.7%

(SA) N=479

 

■地域子育て支援拠点事業の利用状況別クロス集計                   

 利用していない方の約３割が，「利用していないが，今後利用したい」と回答しています。

また，地域子育て支援拠点事業やその他当該自治体で実施している類似の事業を利用して

いる方では，「すでに利用しているが，今後利用日数を増やしたい」という回答がともに半

数近くなっています。 

上段:度数

下段:％

126 3 57 46 20

100.0 2.4 45.2 36.5 15.9

34 2 16 11 5

100.0 5.9 47.1 32.4 14.7

313 89 - 173 51

100.0 28.4 - 55.3 16.3

地域子育て支援拠点事業

その他当該自治体で実施して

いる類似の事業

利用していない

合
計

利
用
し
て
い
な
い
が
，

今
後
利
用
し
た
い

す
で
に
利
用
し
て
い
る
が
，

今
後
利
用
日
数
を

増
や
し
た
い

新
た
に
利
用
し
た
い
，
ま
た

利
用
日
数
を
増
や
し
た
い

と
は
思
わ
な
い

無
回
答
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問19 下記のサービスで知っているものや，これまでに利用したことがあるものはあ

りますか。 (MA) 

 「これまで利用したことがある」ものでは，「②保健師による訪問・電話相談」が 40.7％

と最も高く,次いで「⑤保育所の園庭などの開放」が 37.2％，「⑮図書館のおはなし会」が

31.1％で続いています。全体的に「知っているが利用したことはない」「知らない」の割合

が高くなっています。 

1.7 

1.0 

2.3 

0.8 

3.5 

1.5 

1.3 

1.0 

2.1 

1.7 

0.8 

0.6 

0.8 

2.5 

3.8 

2.9 

2.7 

0.2 

24.6

40.7

12.1

24.4

37.2

2.3

2.5

2.1

18.4

6.9

21.1

5.2

1.0

9.8

31.1

10.4

27.1

3.1

30.3

38.2

33.4

37.4

47.0

45.7

54.9

46.6

42.0

30.1

36.5

29.2

39.0

29.9

47.4

41.1

41.5

2.5

37.8

14.4

45.3

30.3

6.5

43.8

34.7

43.2

30.5

54.9

35.1

58.5

52.6

51.8

11.9

38.8

23.4

12.7

6.1

5.8

6.9

7.1

6.1

6.7

6.9

7.1

7.3

6.7

6.5

6.5

6.7

6.3

6.5

6.7

5.2

81.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①パパママスクール

②保健師による訪問・電話相談

③ひよこルーム

④ふれあいサロン

⑤保育所の園庭などの開放

⑥保育所の電話相談

⑦こども相談室

⑧家庭児童相談室

⑨子育てサロンすこやか

⑩おひさまルーム大竹

⑪どんぐりころころ

⑫にこにこルーム玖波

⑬シルバー人材センターの

家事援助サービス

⑭親子体操

⑮図書館のおはなし会

⑯えほんでハートフル

⑰どんぐり広場

⑱その他

(MA) N=479

今後利用したい これまで利用したことがある 知っているが利用したことはない 知らない 無回答
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■その他回答 

内容 類似回答数 

松ヶ原子ども館 ５

わんぱくクラブ ２

パンダの会 ２

あいいく館 １

岩国子ども館 １

どんぐりハウス １

リトミック １

ベビーマッサージ １

松ヶ原あっぷっぷ １

ピッコロ １

 

 

問20(１) 土曜日：あて名のお子さんについて，定期的な教育・保育の事業の利用希

望はありますか（一時的な利用は除きます）。 (SA) 

 「月に１～２回は利用したい」が 22.3％，「ほぼ毎週利用したい」が 15.4％となってい

ます。 

利用する必要はない

59.2%
ほぼ毎週利用したい

15.4%

月に１～２回は利用

したい

22.3%

無回答

3.1%

(SA) N=479
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問20(２) 日曜日・祝日：あて名のお子さんについて，定期的な教育・保育の事業の利

用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。 (SA) 

 「月に１～２回は利用したい」が 15.9％，「ほぼ毎週利用したい」が2.1％となっています。 

利用する必要はない

78.0%

ほぼ毎週利用したい

2.1%

月に１～２回は利用

したい

15.9%

無回答

4.0%

(SA) N=479
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問20-１ 毎週ではなく，たまに利用したい理由は何ですか。 (MA) 

 「月に数回仕事が入るため」が 58.4％で最も高くなっています。次いで「平日に済ませ

られない用事をまとめて済ませるため」が 42.3％，「息抜きのため」が 33.6％で続いてい

ます。 

58.4 

42.3 

0.7 

33.6 

6.6 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事を

まとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

(MA) N=137

 
 

■その他回答 

内容 類似回答数 

休日出勤があるため ２

用事がある時のため ２

自分の通院など １

祝日に仕事を入れたいため １

主人が土日の出張があるため １

祖父母の急な用事と母の仕事が重なった時 １

なかはま保育所では土曜日預けることはできない。父母いずれか家に

いる場合家でみてくださいと言われる。よそ（さかえや立戸）ではみてく

れるのに、なぜなかはまは駄目なのかと保護者の間で話題になった 

１

母親の体調が思わしくないため １

勉学のため １

利用するかしないかわからないが、平成 26 年４月に第２子出産予定の

ため、上の子を預ける先があるといざという時に助かる 
１
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問21 あて名のお子さんについて，夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保

育の事業の利用を希望しますか。 (SA) 

 「休みの期間中，週に数日利用したい」が 50.0％を占めています。 

利用する必要はない

30.8%

休みの期間中，ほぼ

毎日利用したい

19.2%

休みの期間中，週に

数日利用したい

50.0%

無回答

0.0%

(SA) N=52

 

 

 

問21-１ 毎日ではなく，たまに利用したい理由は何ですか。 (MA) 

 「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が 38.5％で最も高くなっています。次いで

「週に数回仕事が入るため」「息抜きのため」が 34.6％で続いています。 

34.6 

38.5 

0.0 

34.6 

26.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

(MA) N=26
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■その他回答 

内容 類似回答数 

子ども同士で遊ばせたい 3

休暇中も仕事があるが、普段は祖母に預けるが、毎日は心苦しいから 1

子どもが数日は幼稚園へ行った方が休み明けにスムーズに行けるよう

な気がするため 
1

子どもに関わる時間が家では限られるので、外でゆっくり遊ばせたい 1

祖父母に預かってもらいながら利用したいため 1

日程を動かせない用事のある時 1

 

 

問22 この１年間に，あて名のお子さんが病気やけがで幼稚園や保育所を休まなけれ

ばならなかったことはありますか。 (SA) 

 「あった」が 47.6％，「なかった」が 11.9％となっています。 

あった

47.6%

なかった

11.9%

無回答

40.5%

(SA) N=479
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問22-１ この１年間の対処方法 (MA) 

 「母親が仕事を休んだ」が 69.7％で突出しています。「（同居者を含む）親族・知人に預

けた」が 37.7％，「父親が仕事を休んだ」が 23.2％で続いています。 

23.2 

69.7 

37.7 

14.9 

0.0 

0.9 

4.8 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に預けた

就労していない保護者がみた

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

(MA) N=228

 
■その他回答 

内容 類似回答数 

兄姉がみる １

預けるのをやめた １

母が育休中 １

 



42 
 

 

■母親の就労状況別クロス集計                            

 母親の就労状況からみると，就労している方では，「母親が仕事を休んだ」の割合が最も

高くなっています。また，フルタイムで就労しており，産休・育休・介護休業中ではない

方では，「父親が仕事を休んだ」の割合が４割近くなっています。一方，就労していない方

では，「就労していない保護者がみた」が最も高くなっています。 

上段:度数

下段:％

67 25 52 35 3 -

100.0 37.3 77.6 52.2 4.5 -

8 1 6 4 - -

100.0 12.5 75.0 50.0 - -

103 19 88 40 5 -

100.0 18.4 85.4 38.8 4.9 -

2 - 2 - - -

100.0 - 100.0 - - -

43 6 11 7 23 -

100.0 14.0 25.6 16.3 53.5 -

3 1 - - 2 -

100.0 33.3 - - 66.7 -

フルタイムで就労しており，産休・育休・

介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが，産休・

育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており，

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが，現在は就労

していない

これまでに就労したことがない

合
計

父
親
が
仕
事
を
休
ん
だ

母
親
が
仕
事
を
休
ん
だ

（
同
居
者
を
含
む
）

親
族
・知
人
に
預
け
た

就
労
し
て
い
な
い

保
護
者
が
み
た

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を

利
用
し
た

 
 

上段:度数

下段:％

67 - 1 -

100.0 - 1.5 -

8 - 2 -

100.0 - 25.0 -

103 1 5 1

100.0 1.0 4.9 1.0

2 - - -

100.0 - - -

43 1 3 5

100.0 2.3 7.0 11.6

3 - - 1

100.0 - - 33.3

合
計

仕
方
な
く
子
ど
も
だ
け
で

留
守
番
を
さ
せ
た

そ
の
他

無
回
答

フルタイムで就労しており，産休・育休・

介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが，産休・

育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており，

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが，現在は就労

していない

これまでに就労したことがない
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■父親の就労状況別クロス集計                            

 父親の就労状況からみると，母親の就労状況と同様，就労している方では「母親が仕事

を休んだ」の割合が最も高くなっています。次いで，「（同居者を含む）親族・知人に預け

た」が３割を超えて続いています。 

上段:度数

下段:％

188 47 133 64 29 -

100.0 25.0 70.7 34.0 15.4 -

- - - - - -

- - - - - -

1 - 1 1 - -

100.0 - 100.0 100.0 - -

1 - - - - -

100.0 - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

フルタイムで就労しており，育休・介護

休業中ではない

フルタイムで就労しているが，育休・

介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，

育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており，

育休・介護休業中である

以前は就労していたが，現在は就労

していない

これまでに就労したことがない

合
計

父
親
が
仕
事
を
休
ん
だ

母
親
が
仕
事
を
休
ん
だ

（
同
居
者
を
含
む
）

親
族
・知
人
に
預
け
た

就
労
し
て
い
な
い

保
護
者
が
み
た

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を

利
用
し
た

 
 

上段:度数

下段:％

188 1 7 5

100.0 0.5 3.7 2.7
- - - -

- - - -

1 - - -
100.0 - - -

1 - - 1

100.0 - - 100.0

- - - -
- - - -

- - - -

- - - -

合
計

仕
方
な
く
子
ど
も
だ
け
で

留
守
番
を
さ
せ
た

そ
の
他

無
回
答

フルタイムで就労しており，育休・介護

休業中ではない
フルタイムで就労しているが，育休・

介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，
育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており，

育休・介護休業中である

以前は就労していたが，現在は就労
していない

これまでに就労したことがない
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問22-２ その際，「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思わ

れましたか。 (SA) 

 「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」が 26.1％となっています。 

できれば病児・病後

児のための保育施設

等を利用したい
26.1%

利用したいとは思わ

ない

72.1%

無回答

1.8%

(SA) N=165

 

 

■母親の就労状況別クロス集計                            

 母親の就労状況からみると，いずれの就労形態においても，「利用したいとは思わない」

の割合が最も高くなっています。 

上段:度数

下段:％

54 18 34 2

100.0 33.3 63.0 3.7

6 1 5 -

100.0 16.7 83.3 -

89 18 70 1

100.0 20.2 78.7 1.1

2 1 1 -

100.0 50.0 50.0 -

12 4 8 -

100.0 33.3 66.7 -

1 - 1 -

100.0 - 100.0 -

合
計

で
き
れ
ば
病
児
・
病
後
児
の

た
め
の
保
育
施
設
等
を

利
用
し
た
い

利
用
し
た
い
と
は

思
わ
な
い

無
回
答

フルタイムで就労しており，産休・育休・

介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが，産休・

育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており，

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが，現在は就労

していない

これまでに就労したことがない
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問22-３ 利用したいとは思わない理由は何ですか。 (MA) 

 「親が仕事を休んで対応する」が 63.9％で最も高くなっています。次いで「病児・病後

児を他人にみてもらうのは不安」が 44.5％，「利用料が高い」が 21.8％で続いています。 

44.5 

6.7 

10.1 

21.8 

63.9 

19.3 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能

時間・日数など）がよくない

利用料が高い

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

(MA) N=119

 
 

■その他回答 

内容 類似回答数 

子どもが嫌がる・不安に思う・かわいそう ８

親族に預けられるため ３

母親が就労していないため ３

利用手続きが面倒 ３

違う病気にかかる可能性があるから ２

今の職場は休ませてくれるので。対応してくれない場合は利用したい １

急病の時には間に合わないから。予測できないから １

車がないので預けて通勤できないため １

現在必要性を感じていないから １

事故で骨折したが、車がなく、連れて買い物は難しいから見てほしいと

いうことでもいいのかわからないから「タクシーあります」と言われそう 
１

通勤途中にないので利用できない １

どういう施設なのかよくわからない １

持ち物の指定が多く、預けること自体大変になるのでやめた １

弱っている子どもの往復送迎の負担 １

利用人数に限りがあり、本当に困っている人に譲らなければならないと

思う 
１
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問22-４ その際「できれば父母のいずれかが仕事を休んでみたい」と思われましたか。 

(SA) 

 「できれば仕事を休んでみたい」が 45.3％，「休んでみることは非常に難しい」が 15.6％

となっています。 

できれば仕事を休ん

でみたい

45.3%

休んでみることは非

常に難しい

15.6%

無回答

39.1%

(SA) N=128

 

 

 

問22-５ 難しいと思われる理由は何ですか。 (MA) 

 回答内訳は以下のとおりとなっています。 

カテゴリ 件数 

子どもの看護を理由に休みがとれない ８ 

自営業なので休めない ４ 

休暇日数が足りないので休めない ２ 

その他 ８ 

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

急に代わりの人に頼めない ２

収入が減るので生活に困る ２

責任ある仕事のため ２

職場の人手不足のため休めない時がある １

母親が就労していないため特に必要ない １

父母とも社員のため １
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問23 あて名のお子さんについて，日中の定期的な保育や病気のため以外に，私用，

親の通院，不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。 

(MA) 

 「利用していない」が 84.3％で突出しています。 

5.8 

5.2 

0.2 

0.2 

84.3 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

(MA) N=479

 

 

 

問23-１ 現在利用していない理由は何ですか。 (MA) 

 「特に利用する必要がない」が 84.9％で突出しています。「利用料がかかる・高い」が

12.9％，「事業の利用方法（手続き等）がわからない」が 10.1％で続いています。 

84.9 

4.5 

2.2 

12.9 

6.9 

2.2 

5.2 

10.1 

5.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

地域の事業の利便性（立地や利用可能

時間・日数など）がよくない

自分が事業の対象者になるのか

どうかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

無回答

(MA) N=404
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■その他回答 

内容 類似回答数 

親族にみてもらっている ２

子どもが行きたがらない ２

今後子どもが大きくなって利用希望 １

質問の意味が不明 １

宿泊を伴う預かりがあるのか知らない。日中は保育所に行っているので

必要ないが、日曜日の保育・預かりが行われているのか知らない 
１

私用なので １

システムを知らない １

小さい子どもを預けるのは不安がある １

必要はあるが預けることに踏み切れない １

保育所に行っていると一時預かりしてもらえないため。実施してほしい １

保育所に通っている １

利用してみたい １

利用しなければならない時がなかった １

 

 

問24 あて名のお子さんについて，私用，親の通院，不定期の就労等の目的で年間何

日くらい事業を利用する必要があると思いますか (SA) 

 「利用したい」が 33.8％となっています。 

利用したい

33.8%

利用する必要はない

59.5%

無回答

6.7%

(SA) N=479
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問24 利用したい項目 (MA) 

 「私用，リフレッシュ目的」が 72.8％で最も高くなっています。次いで「冠婚葬祭，学

校行事，子どもや親の通院等」が 61.1％，「不定期の就労」が 22.8％で続いています。 

72.8 

61.1 

22.8 

1.9 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

私用，リフレッシュ目的

冠婚葬祭，学校行事，

子どもや親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

(MA) N=162

 

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

参観日 １ 

 

 

問24-１ 問24の目的でお子さんを預ける場合，次のいずれの事業形態が望ましいと思

われますか。 (MA) 

 「幼稚園や保育所などで子どもを預かる事業」が 87.7％で突出しています。「子育て支援

センター等で子どもを預かる事業」が 32.1％，「地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で

保育する事業」が 16.0％で続いています。 

87.7 

32.1 

16.0 

0.0 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園や保育所などで子どもを預かる事業

子育て支援センター等で子どもを預かる事業

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で

保育する事業

その他

無回答

(MA) N=162
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問25 この１年間に，保護者の用事（冠婚葬祭，保護者・家族の病気など）により，あ

て名のお子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはあり

ましたか。 (SA) 

 「あった」が 13.4％となっています。 

あった

13.4%

なかった

76.0%

無回答

10.6%

(SA) N=479

 

 

問25 その際の対処方法 (MA) 

 「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 82.8％で突出しています。「仕方なく

子どもを同行させた」が 18.8％で続いています。 

82.8 

1.6 

0.0 

18.8 

0.0 

3.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

短期入所生活援助事業（ショートステイ）

を利用した

②以外の保育事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

(MA) N=64
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問25-１ その場合の困難度はどの程度でしたか。 (SA) 

 「特に困難ではない」が 47.2％で最も高く，次いで「どちらかというと困難」が 32.1％

となっています。 

非常に困難

15.1%

どちらかというと困

難

32.1%

特に困難ではない

47.2%

無回答

5.7%

(SA) N=53
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問26 あて名のお子さんについて，小学校低学年（１～３年生）のうちは，放課後（平

日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 (MA) 

 「自宅」が 46.8％で最も高くなっています。次いで「放課後児童クラブ（学童保育）」が

42.6％，「習い事」が 27.7％で続いています。 

46.8 

14.9 

27.7 

42.6 

0.0 

12.8 

0.0 

14.9 

6.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後児童クラブ（学童保育）

児童館

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館，公園など）

無回答

(MA) N=47

 
 

■地区別クロス集計                                  

 栗谷地区（栗谷小学校区）を除くすべての地区において，小学校低学年（１～３年生）

のうちは，「自宅」や「放課後児童クラブ（学童保育）」の割合が高くなっています。 

上段:度数

下段:％

26 13 7 8 9 - 3 - 5 2

100.0 50.0 26.9 30.8 34.6 - 11.5 - 19.2 7.7

12 6 - 4 5 - 2 - 2 -

100.0 50.0 - 33.3 41.7 - 16.7 - 16.7 -

9 3 - 1 6 - 1 - - 1

100.0 33.3 - 11.1 66.7 - 11.1 - - 11.1

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

合
計

自
宅

祖
父
母
宅
や
友
人
・
知
人
宅

習
い
事

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）

児
童
館

放
課
後
子
ど
も
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

（
公
民
館
，
公
園
な
ど
）

無
回
答

大竹地区（大竹小学校区）

小方地区（小方小学校区）

玖波地区（玖波小学校区）

栗谷地区（栗谷小学校区）  
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問27 あて名のお子さんについて，小学校高学年（４～６年生）になったら，放課後（平

日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 (MA) 

 「自宅」が 76.6％で最も高くなっています。次いで「習い事」が 48.9％，「祖父母宅や

友人・知人宅」が 23.4％で続いています。 

76.6 

23.4 

48.9 

21.3 

0.0 

12.8 

0.0 

14.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後児童クラブ（学童保育）

児童館

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館，公園など）

無回答

(MA) N=47

 
 

■地区別クロス集計                                  

 栗谷地区（栗谷小学校区）を除くすべての地区において，小学校高学年（４～６年生）

になると，小学校低学年（１～３年生）のうちと比べて，「自宅」「習い事」の割合が高く

なっています。 

上段:度数

下段:％

26 20 10 12 4 - 3 - 5 2

100.0 76.9 38.5 46.2 15.4 - 11.5 - 19.2 7.7

12 10 1 7 3 - 1 - 2 -

100.0 83.3 8.3 58.3 25.0 - 8.3 - 16.7 -

9 6 - 4 3 - 2 - - -

100.0 66.7 - 44.4 33.3 - 22.2 - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

合
計

自
宅

祖
父
母
宅
や
友
人
・
知
人
宅

習
い
事

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）

児
童
館

放
課
後
子
ど
も
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

（
公
民
館
，
公
園
な
ど
）

無
回
答

大竹地区（大竹小学校区）

小方地区（小方小学校区）

玖波地区（玖波小学校区）

栗谷地区（栗谷小学校区）  
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問28(１) あて名のお子さんについて，土曜日に，放課後児童クラブの利用希望はあ

りますか。 (SA) 

 「利用する必要はない」が 42.1％で最も高く，次いで「高学年（４～６年生）になって

も利用したい」が 28.9％となっています。 

低学年（１～３年

生）の間は利用した

い
23.7%

高学年（４～６年

生）になっても利用

したい
28.9%

利用する必要はない

42.1%

無回答

5.3%

(SA) N=38

 

 

 

問28(２) あて名のお子さんについて，日曜･祝日に，放課後児童クラブの利用希望は

ありますか。 (SA) 

 「利用する必要はない」が 63.2％を占めています。 

低学年（１～３年

生）の間は利用した

い
10.5%

高学年（４～６年

生）になっても利用

したい
10.5%

利用する必要はない

63.2%

無回答

15.8%

(SA) N=38
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問29(１) 母親：あて名のお子さんが生まれた時，父母のいずれかもしくは双方が育

児休業を取得しましたか。 (SA) 

 「取得した（取得中である）」が 17.3％となっています。 

働いていなかった

64.7%

取得した（取得中で

ある）

17.3%

取得していない

11.9%

無回答

6.1%

(SA) N=479

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

無職のため ３

育児休業の話をしたが駄目だった ２

自営業 ２

すでに退職していた ２

産後５ヶ月で就職し、子どもは祖母にみてもらっていた １

産前産後休暇取得後退職 １

つわりがひどかった １

復帰したところで突然の休みなどの理解を得ることが難しい １

私が産んでいないため １
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問29(２) 父親：あて名のお子さんが生まれた時，父母のいずれかもしくは双方が育

児休業を取得しましたか (SA) 

 「取得した（取得中である）」が 3.1％となっています。 

働いていなかった

0.6%
取得した（取得中で

ある）

3.1%

取得していない

81.1%

無回答

15.2%

(SA) N=479

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

育児休暇を取る必要がなかった ９

自営業だから ４

かわりがいないので ２

ある程度の自由がきく １

育児休業の制度があるかどうかわからない １

考えなかった １

休業からの復帰後は席がないと言われたため １

産後の休暇が５日間あったため １

仕事で学校に通っていたため。その間単身赴任 １

下の子が生まれて退院するまで上の子を見る間１週間だけ休んだ １
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問29(１) 母親：取得していない理由 (MA) 

 「子育てや家事に専念するため退職した」が 43.9％で最も高くなっています。次いで「職

場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が 29.8％で続いています。 

15.8 

7.0 

1.8 

14.0 

0.0 

8.8 

1.8 

0.0 

7.0 

43.9 

29.8 

3.5 

1.8 

3.5 

19.3 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり，経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職，祖父母等の親族にみて

もらえるなど，制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間，産後８週間）

を取得できることを知らず，退職した

その他

無回答

(MA) N=57
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問29(２) 父親：取得していない理由 (MA) 

 「配偶者が無職，祖父母等の親族にみてもらえるなど，制度を利用する必要がなかった」

が 44.8％で最も高くなっています。次いで「仕事が忙しかった」が 40.7％，「職場に育児

休業を取りにくい雰囲気があった」が 35.3％で続いています。 

35.3 

40.7 

9.0 

10.1 

29.1 

3.1 

13.7 

44.8 

0.0 

15.2 

0.0 

1.8 

6.2 

7.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり，経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職，祖父母等の親族にみて

もらえるなど，制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

その他

無回答

(MA) N=388
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問29-１ 育児休業給付，健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みをご

存じでしたか。 (SA) 

 「育児休業給付，保険料免除のいずれも知らなかった」が 41.5％で最も高く，次いで「育

児休業給付，保険料免除のいずれも知っていた」が 24.8％，「育児休業給付のみ知っていた」

が 20.9％で続いています。 

育児休業給付，保険

料免除のいずれも

知っていた
24.8%

育児休業給付のみ

知っていた

20.9%

保険料免除のみ知っ

ていた

1.9%

育児休業給付，保険

料免除のいずれも知

らなかった
41.5%

無回答

10.9%

(SA) N=479

 

 

 

問29-２(１) 母親：育児休業取得後，職場に復帰しましたか。 (SA) 

 「育児休業取得後，職場に復帰した」が 74.7％を占めています。 

育児休業取得後，職

場に復帰した

74.7%

現在も育児休業中で

ある

19.3%

育児休業中に離職し

た

1.2%

無回答

4.8%

(SA) N=83
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問29-２(２) 父親：育児休業取得後，職場に復帰しましたか。 (SA) 

 「育児休業取得後，職場に復帰した」に 10 件の回答がありました。 

 

 

 

問29-３(１) 母親：育児休業から職場に復帰したのは，年度初めの保育所等の入所・

入園に合わせたタイミングでしたか。あるいはそれ以外でしたか。 (SA) 

 「それ以外だった」が 69.4％を占めています。 

年度初めの入所に合

わせたタイミング

だった
27.4%

それ以外だった

69.4%

無回答

3.2%

(SA) N=62

 

 

 

問29-３(２) 父親：育児休業から職場に復帰したのは，年度初めの保育所等の入所・

入園に合わせたタイミングでしたか。あるいはそれ以外でしたか。 (SA) 

 「それ以外だった」に７件の回答がありました。 
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問29-６(１) ①母親：希望より早く復帰した理由。 (MA) 

 「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 31.3％で最も高くなっています。 

15.6 

6.3 

31.3 

18.8 

18.8 

28.1 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望が

あったため

経済的な理由で早く復帰する

必要があった

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

無回答

(MA) N=32

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

職場から人手不足と言われた １

育児休業が１年しかないため １

 

 

問29-６(１) ②父親：希望より早く復帰した理由。 (MA) 

 回答内訳は以下のとおりとなっています。 

カテゴリ 件数 

希望する保育所に入るため ０ 

配偶者や家族の希望があったため ０ 

経済的な理由で早く復帰する必要があった １ 

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため ０ 

その他 ２ 

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

会社のルールだから １

勤務形態の関係 １
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問29-６(２) ①母親：希望より遅く復帰した理由は何ですか。 (MA) 

 回答内訳は以下のとおりとなっています。 

カテゴリ 件数 

希望する保育所に入れなかったため ４ 

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため ０ 

配偶者や家族の希望があったため ０ 

職場の受け入れ態勢が整っていないため ０ 

子どもをみてくれる人がいなかったため ０ 

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

祖父母が遠方なため １

 

 

問29-６(２) ②父親：希望より遅く復帰した理由は何ですか。 (MA) 

 回答はありませんでした。 
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問29-７(１) 母親：育児休業からの職場復帰時には，短時間勤務制度を利用しました

か。 (SA) 

 「利用したかったが，利用しなかった（利用できなかった）」が 37.1％で最も高く，次い

で「利用した」が 29.0％となっています。 

利用する必要がな

かった（フルタイム

で働きたかった，も
ともと短時間勤務

だった）

24.2%

利用した

29.0%

利用したかったが，

利用しなかった（利

用できなかった）
37.1%

無回答

9.7%

(SA) N=62

 

 

問29-７(２) 父親：育児休業からの職場復帰時には，短時間勤務制度を利用しました

か。 (SA) 

 回答内訳は以下のとおりとなっています。 

カテゴリ 件数 

利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった，もともと短時間勤務だった） １ 

利用した ０ 

利用したかったが，利用しなかった（利用できなかった） ３ 
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問29-８(１) 母親：育児休業からの短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなか

った）理由は何ですか。 (MA) 

 「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 47.8％で最も高くなっていま

す。次いで「短時間勤務にすると給与が減額される」が 39.1％，「仕事が忙しかった」が

30.4％で続いています。 

47.8 

30.4 

39.1 

0.0 

0.0 

8.7 

0.0 

21.7 

17.4 

8.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

職場に短時間勤務制度を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の

入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や

短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職，祖父母等の親族にみて

もらえるなど，子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを

知らなかった

その他

無回答

(MA) N=23

 
■その他回答 

内容 類似回答数 

復帰後１ヶ月は午後に半日年休を使えたので給与は減額されずに済んだ 1
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問29-８(２) 父親：育児休業からの短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなか

った）理由は何ですか。 (MA) 

 回答内訳は以下のとおりとなっています。 

カテゴリ 件数 

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった １ 

仕事が忙しかった １ 

短時間勤務にすると給与が減額される ２ 

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる ０ 

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した ０ 

配偶者が無職，祖父母等の親族にみてもらえるなど，子どもをみてくれる人がいた １ 

子育てや家事に専念するため退職した ０ 

職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） １ 

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった ２ 

その他 ０ 

 

 

問29-９(１) 母親：あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があ

れば，１歳になるまで育児休業を取得しますか。または，預けられる事業があっ

ても１歳になる前に復帰しますか。 (SA) 

 回答内訳は以下のとおりとなっています。 

カテゴリ 件数 

１歳になるまで育児休業を取得したい １３ 

１歳になる前に復帰したい １ 
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問30 日々の生活の中で，気になる行動などはありますか。 (SA) 

 「ある」が 10.6％となっています。 

ある

10.6%

ない

80.7%

わからない

5.4%

無回答

3.3%

(SA) N=479
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問30-１ それはどのようなことですか。 (MA) 

 「言語に遅れがある」「落ち着きがなかったり，注意力に欠けたりする」がともに 37.3％

で最も高くなっています。次いで，「一つのものに強いこだわりがある」が 23.5％で続いて

います。 

23.5 

21.6 

37.3 

13.7 

2.0 

3.9 

21.6 

37.3 

17.6 

3.9 

7.8 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40%

一つのものに強いこだわりがある

突発的な行動（衝動性・攻撃性）がある

言語に遅れがある

言葉の発音が不明瞭

表情が乏しい

視線が合わない

発達に遅れがある

落ち着きがなかったり，

注意力に欠けたりする

なんとなく他の子と違う，遅いと感じる

就学前になっても集団行動がとりにくい

その他

無回答

(MA) N=51

 
 

■その他回答 

内容 類似回答数 

怒られるとおしっこを漏らす １

低身長・低体重 １

低体重で生まれたのでまだ何ともいえないが １

プレッシャーに弱い １

離乳食の進みが遅い １
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問31 小学校に入る前にお子さんに経験させたいこと，学んでほしいことは何ですか。 

(MA) 

 「多くの友達と関わったり，遊んだりすること」が 75.4％で最も高くなっています。次

いで「基本的な生活習慣を身につけること」が 45.9％，「自分の思いを伝えたり，相手の話

を聞くこと」が 44.9％で続いています。 

75.4 

44.9 

45.9 

15.4 

29.0 

0.4 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

多くの友達と関わったり，遊んだりすること

自分の思いを伝えたり，相手の話を聞くこと

基本的な生活習慣を身につけること

豊かな自然と触れ合うこと

さまざまなものに興味や関心をもつこと

その他

無回答

(MA) N=479

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

「１」～「５」全て １

 

 

■地区別クロス集計                                  

 いずれの地区も，「多くの友達と関わったり，遊んだりすること」の割合が高くなってい

ます。次いで，大竹地区（大竹小学校区）では，「自分の思いを伝えたり，相手の話を聞く

こと」，小方地区（小方小学校区）及び玖波地区（玖波小学校区）では，「基本的な生活習

慣を身につけること」が続いています。 

上段:度数

下段:％

245 183 123 109 30 75 1 5

100.0 74.7 50.2 44.5 12.2 30.6 0.4 2.0

169 131 66 77 32 44 1 7

100.0 77.5 39.1 45.6 18.9 26.0 0.6 4.1

57 42 23 29 11 18 - 1

100.0 73.7 40.4 50.9 19.3 31.6 - 1.8

2 2 - 1 - 1 - -

100.0 100.0 - 50.0 - 50.0 - -

大竹地区（大竹小学校区）

小方地区（小方小学校区）

玖波地区（玖波小学校区）

栗谷地区（栗谷小学校区）

合
計

多
く
の
友
達
と
関
わ
っ
た

り
，
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と

自
分
の
思
い
を
伝
え
た
り
，

相
手
の
話
を
聞
く
こ
と

基
本
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と

豊
か
な
自
然
と
触
れ
合
う

こ
と

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
興
味

や
関
心
を
も
つ
こ
と

そ
の
他

無
回
答
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問32 現実：あなたの家庭生活の中で，「仕事」・「家事（育児）」「プライベート」の

優先度についておうかがいします。 (SA) 

 「家事（育児）の時間を優先」が 63.9％を占めています。 

仕事の時間を優先

31.7%

家事（育児）の時間

を優先

63.9%

プライベートを優先

1.5%

その他

0.0%
無回答

2.9%

(SA) N=479
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問32 希望：あなたの家庭生活の中で，「仕事」・「家事（育児）」「プライベート」の

優先度についておうかがいします。 (SA) 

 

 「家事（育児）の時間を優先」が 74.5％を占めています。 

仕事の時間を優先

4.8%

家事（育児）の時間

を優先

74.5%

プライベートを優先

13.8%

その他

1.5%

無回答

5.4%

(SA) N=479

 

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

仕事と子育てをバランス良く両立 ４

「２」を中心にしつつ、もう少し「１」も充実したい １

今でちょうど良い １

たまには子育てから離れてゆっくりしたい １
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問33 あなたは今までに，自身の子どもに対して虐待をしていると感じたことはあり

ますか。 (SA) 

 「ある」「そのときはわからないが，後でふりかえって虐待だったかと思うことはある」

を合わせた割合が 21.5％となっています。 

ある

2.9%

そのときはわからな

いが，後でふりか

えって虐待だったか
と思うことはある

18.6%

ない

73.5%

無回答

5.0%

(SA) N=479
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問33-１ それはどのような状況でしたか。 (MA) 

 「子どもをたたいたり，つねったりする」が 64.1％で最も高くなっています。次いで「失

敗をしつこく指摘したり，子どもが傷つくことを平気で言ったりする」が 52.4％で続いて

います。 

64.1 

1.0 

52.4 

0.0 

0.0 

3.9 

9.7 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもをたたいたり，つねったりする

食事を長時間与えない，

子どもを長時間放置する

失敗をしつこく指摘したり，

子どもが傷つくことを平気で言ったりする

病気になっても病院などに連れていかない

子どもの体に青あざや傷がある

子どもが大人を見ておびえる

その他

無回答

(MA) N=103

 

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

ひどい言い方で怒鳴ってしまう ２

言うことを聞かない時に外に出したことがある １

子どもを蹴ったり突き飛ばしたり投げたり １

そんなに怒らなくてもいいでしょ、と子どもに言われて怒りすぎだったか

なと思う 
１

大したことでもないのに怒ってしまう １

叩いたり指摘したりは我が家の方針で別に問題ない。明らかにやり過ぎ

と思う時がたまにある 
１

怒鳴りあいや取っ組み合いをしているところを見せてしまった １

用事をしている時など、泣いてもそのままにしてしまう １

悪いことをして注意する時に言葉が汚い １
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問34 あなたが子育てに関して，日常悩んでいること，または気になることはどのよ

うなことですか。 (MA) 

 「子どもを叱りすぎているような気がすること」が 29.9％で最も高くなっています。次

いで「食事や栄養に関すること」が 26.9％，「子育ての出費がかさむこと」が 24.0％で続

いています。 

19.2 

26.9 

6.3 

9.4 

21.9 

3.3 

23.6 

20.9 

11.3 

1.5 

10.2 

4.8 

8.4 

29.9 

5.2 

3.3 

24.0 

2.3 

13.8 

6.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子育ての方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもとの時間を十分にとれないこと

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが

十分できないこと

子どもの教育に関すること

友だちづきあい（いじめ等を含む）

に関すること

登園・登所拒否などの問題について

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力

が少ない・意見が合わないこと

自分の子育てについて，親族・近隣の人・

職場などまわりの見る目が気になること

配偶者・パートナー以外に

子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子育てのストレスがたまって，子どもに手を

あげたり，世話をしなかったりしてしまうこと

地域の子育て支援サービスの内容や利用・

申し込み方法がよくわからないこと

子育ての出費がかさむこと

その他

特にない

無回答

(MA) N=479
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■その他回答 

内容 類似回答数 

あと数ヶ月で離婚するので片親になってしまうこと １

いざという時、急な時に預けるところがない １

子育てを祖父母に上手に頼れない。自分でしないといけないと思ってし

まう 
１

子どもが病気になることが多く看病疲れしてしまうこと １

収入が少ないこと １

主人の給料が一定しないので、私が頑張って働きたくても、税金・保険・

保育料のことがあって働けなかったりする。自分自身の体力のなさもあ

るので、子育てと仕事の両立に関して複雑な思いがある 

１

小学生のいとことは遊んでいるが、同じ年齢の子どもたちと遊ばせてい

ないこと 
１

将来通う小中学校がとても遠い。通勤ルートとは逆方向、迎え等のこと

など。住んでいる環境は大変気に入っているが、これからの教育面では

今から気にかかっている。栗谷の学校が残ってくれればと思う 

１

シングルマザーであることでの子ども同士の友達づきあいや育て方、接

し方について 
１

身体的にきつい １
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問35 あなたは，子育てに関する悩みや不安をどなた（どこ）に相談していますか。 (MA) 

 「配偶者・パートナー」が 79.5％で最も高くなっています。次いで「その他の親族（親・

兄弟姉妹等）」が 63.3％，「隣近所の人，地域の人，友人」が 51.8％で続いています。 

79.5 

63.3 

51.8 

18.2 

15.2 

3.5 

19.0 

5.6 

0.2 

12.9 

1.5 

0.8 

0.2 

0.0 

0.4 

0.0 

4.8 

1.5 

1.3 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者・パートナー

その他の親族（親・兄弟姉妹等）

隣近所の人，地域の人，友人

職場の人

保育所，幼稚園，学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間

保育士，幼稚園の先生，学校の先生

医師・保健師・看護師・栄養士

こども相談室・家庭児童相談室

子育て支援センター（どんぐりHOUSE，

さかえ子育て支援センター，松ケ原こども館）

民生委員・児童委員，主任児童委員

子育てサロン

保健所

西部こども家庭センター（児童相談所）

民間の電話相談

ベビーシッター

インターネット（フェイスブックなど，

ＳＮＳ上の知り合い・つながり）

相談できる相手はいない／自分で解決する

その他

無回答

(MA) N=479

 
■その他回答 

内容 類似回答数 

実母 １

友人 １

「10」に○をつけたのはすごく利用したいのに遠すぎてなかなか行けな

いので、白石あたりにも支援センターを作ってほしい 
１
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問36 子育てに関する情報をどのように入手していますか。 (MA) 

 「隣近所の人，知人，友人」が 64.5％で最も高くなっています。次いで「親族（親，兄

弟姉妹等）」が 57.2％，「保育所，幼稚園，学校」が 39.2％で続いています。 

57.2 

64.5 

19.6 

5.6 

39.2 

10.4 

33.4 

26.3 

19.2 

29.4 

3.8 

8.6 

0.8 

0.8 

1.0 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

親族（親，兄弟姉妹等）

隣近所の人，知人，友人

子育て支援センター（どんぐりHOUSE，

さかえ子育て支援センター，松ケ原こども館）

子育てサークルの仲間

保育所，幼稚園，学校

市役所や市の機関

市広報やパンフレット等

テレビ，ラジオ，新聞

子育て雑誌，育児書

インターネット（フェイスブックなど，

ＳＮＳ上の知り合い・つながり）

コミュニティ誌

自治会の回覧板

その他

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

(MA) N=479

 

■その他回答 

内容 類似回答数 

職場の人 ２

子育てサロン １
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問37 家の近くの子どもの遊び場について，日頃感じていることがありますか。 (MA) 

 「雨の日に遊べる場所がない」が 53.0％で突出しています。「遊具などの種類が充実して

いない」が 29.2％，「近くに遊び場がない」が 20.9％で続いています。 

20.9 

53.0 

18.4 

29.2 

12.9 

16.3 

8.8 

7.1 

5.6 

14.8 

15.2 

4.2 

13.2 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶための十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

不衛生である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊具などの設備が古くて危険である

緑などの自然が少ない

遊び場やその周辺の環境が悪くて，

安心して遊べない

遊び場周辺の道路が危険である

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの

遊び仲間がいない

その他

特に感じることはない

無回答

(MA) N=479
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■その他回答 

内容 類似回答数 

ボール遊びができる場所がない ４

土日祝日遊べる場所・公共施設がない ３

土日に支援センターが開いていない ２

２～３才でも利用できるような遊具がもっとあれば、近くの公園を利用す

る機会が増えると思う 
１

油見公園内にゴミ・ビンのかけらなどが散乱している １

公園周辺の違法駐車が多く危険 １

公園等に連れていくことがほとんどない １

さかえ公園について、コンビニ弁当等のゴミが遊具の中に捨ててあり、

それがいつまでもあるので、頻繁に清掃をしてほしい。子どもたちが触

ってしまう。また、公園の周りの木の植込みが多いので、夜間危険に感

じる。木々を間引くことはできないだろうか 

１

支援センターが遠すぎる １

自転車を安全に乗らせる場所がない １

小学生が危ない遊び方をしているので行きたくない １

近くに遊具がある遊び場があるかどうかわからない １

トイレがないので困る １

まだ歩けない・公園で遊べない月齢の子どもが気軽に遊べる環境がほ

しい 
１

遊具はあるが子どもが遊ぶには危なすぎるものがある １
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問38 あなたは，大竹市での子育てに満足していますか。 (SA) 

 「やや満足」が 44.9％で最も高く，次いで「やや不満」が 33.6％，「とても不満」が 9.8％

で続いています。 

とても満足

5.8%

やや満足

44.9%
やや不満

33.6%

とても不満

9.8%

無回答

5.8%

(SA) N=479
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問39 大竹市に対して，どのような子育て支援の充実を図ってほしいと期待していま

すか。 (MA) 

 「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい」が 68.1％で最も高くなって

います。次いで「保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい」が 59.1％，「安心し

て子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい」が 39.9％で続いています。 

26.7 

68.1 

9.6 

23.0 

59.1 

11.7 

39.9 

5.0 

16.1 

10.0 

6.9 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80%

親子が安心して集まれる身近な場，

イベントの機会がほしい

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を

増やしてほしい

子育てに困った時に相談したり

情報が得られる場を作ってほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる費用負担を

軽減してほしい

専業主婦など誰とでも気軽に利用できる

ボランティア団体等による保育サービスがほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる

体制を整備してほしい

多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当て

など，住宅面の配慮がほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など，

企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

その他

無回答

(MA) N=479
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■その他回答 

内容 類似回答数 

子どもが安心して歩ける歩道や交差点の整備 ４

出産できる病院を作ってほしい ３

医療費を無料にしてほしい ２

色々なおけいこのできる教室が市内に少ないので増やしてほしい ２

公園が狭く少なすぎる。外での遊び場を増やしてほしい ２

土日祝日などの休日も利用できる子育てサロン・支援センターがほし

い。岩国の子ども館のような 
２

病院を増やしてほしい。木曜・土曜など同じ日が休みなのでそういう日

に病気になると困る。西医療は混むし、医師の都合が優先される 
２

一時保育の利用枠拡大 ２

安心して勉強ができるような小学校にしてほしい １

二人目が生まれたら同じところに預けたい。こども園を作ってほしい。妻

の働く時期が自由に選べる。子どもを転園させる必要がなくなるので 
１

岩国子ども館のように子どもが思いきり遊べる場所がほしい １

親が働いていることにこだわらず保育所利用の推進をお願いしたい １

期待していない １

公園がとても汚い １

子どもの医療費の所得制限を見直してほしい １

子どもの良き発達のための施設。発達専門、あるいはよく熟した方によ

る相談・療育施設を増やしてほしい 
１

児童館の小６までの延長をしてほしい １

多子世帯には金銭的支援がほしい １

自転車マナーなども市から学べる会をしたり、市と市民がプラスになる

ことをしていただけるとありがたい 
１

土日に利用できるイベントを増やしてほしい １

内職の仕事を企業から出してほしい １

晴海公園は野球場・テニスコートではなく、子どもが自由にボール遊び

できるようにしてほしい 
１

保育士さんの確保。中途入所できるようにしてほしい １

保育士の教育、レベルアップ １

保育所に行っていても一時保育が利用できるようにしてほしい １

保育所の老朽化が気になる。建て直し・設備の整備等をしてほしい １

母子家庭でも有意義な子育てができるようにしてほしい １
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問40 市の施策に関するご意見・ご要望（自由意見） 

内容 

ファミリーサポート制度を再度作ってほしい。子育て支援センターや NPO の施設は、スタ

ッフがとても良くて利用しやすい。母親のつながりを支援するような施策を充実させてほ

しい。子育てサークル等で公民館等を利用するための費用の負担軽減。減免申請は実

績がないと受け付けてくれない 

もっと子育てしやすい環境になるようお願いしたい 

子どもが集まって遊ぶ会等は３才まで（入園するまで）というのが多いが、小学校に入る

までの子どもが集まって遊ぶものを作ってほしい 

子育て支援センターなどは、保育所に通うようになり利用することもなくなったが、入る前

は毎日利用していた。すごく子どもも楽しめるし、親のストレス発散にもなったのでよかっ

たと思う。子どもも私も友だちができた 

にこにこひろばを小方公民館以外の場所（総合市民会館）でやってほしい 

小さい子どもが安全に遊べる公園があると嬉しい。子どもを１～２時間くらい預かってく

れる施設があると便利だと思う 

周辺の市町村と比べて、土日利用できる子育て支援施設がほとんどない 

小さな子に対しての子育て支援は多くあるが、小学校に入ってから利用できるところが

少ないので、上の子も下の子もいっしょに参加できるようなものがあれば助かる。特に春

休み夏休み等長期休暇の時 

休日に子育てイベントを開催してほしい 

子育て支援センターが土日どちらか利用できると助かる。ファミリーサポートセンターを

利用したい。ママさんの運動サークルがほしい 

祖父母・親類がいない中での子育ては、24 時間気を抜くことのできない中とても大変に

感じている。親が病気の時、２人の子どものどちらかが入院などした時、通常の生活を

送ることはまずできない。子育てには、世帯環境が収入状態より深く関係していると思

う。行政は世帯収入に目をやりがちだが、子育ては、特に子どもが小さい頃は、お金より

「手」が必要。今、我が家は親が倒れれば子どもも倒れてしまう状況。何かあった時に安

心して子どもを預けられる 24 時間体制の場所がほしい。もしそれがあれば、親の立場と

しては安心できるので、よりよい子育てができるのでは。よりよい子育ては親自身が安

心できることから全てが始まると思う。子どもへの虐待ばかりに目が向いている中、親の

心の平安が子育てに影響することに目を向けてほしいと思う 

土日関係なく子育て支援センターの開放を希望する。土日だって子育てしているのだか

ら、土日が休みだと困る。保育園の充実も希望する。もっと気軽に子どもを預かってもら

える体制にしてほしい。もっと子どものことを考えてほしい。公務員が便利なようなシステ

ム・事業では無意味 

小方公園の遊具を新しくしてほしい。松ヶ原子ども館のように、他の子ども館もネットでイ

ベント情報やイベントの様子などがわかると他の子ども館に行ってみたい気持ちが起こ

りそう 

市内の保育所が古い。子育て支援を和木町なみにしてほしい 

幼稚園の子どもたちが長期休みの時に遊べるような屋内の施設があるといい 
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内容 

転入して２年だが、実際あまり開かれた支援と思えることはない。職員さんたちはとても

丁寧。小学校などはとてもきれいだが、通学路は自分が通っていたところと同じ箇所が

今でも雨が降れば大きな水たまりができ、歩道を大きくはみ出して通らないといけなかっ

たり、車道と歩道がとても狭いところが多かったり、親として子育てするのに心配な点が

ある。また、工場の町として排出される水、煙に含まれる物質など、本当に安全性が保

たれているのか、PM2.5 なども多い時は分かるようなサービスがあると嬉しい。それと、

市民側のゴミに対する意識の低さにもびっくりした。もう少しゆめタウン等のお店側・市側

も協力して意識を上げる取り組みがあればと思う 

現在の職場は子どもが病気の時に何とか休める状況だが、人手不足で困難な場合に病

児・病後児保育ができる施設を近くに確保してもらえれば安心して仕事ができると思う。

小中がバス通学になるようだが、学校が遠くなり、先々どうしていこうかと考えている。学

童保育等、市外で仕事をしているので情報がわからない 

出身が大竹でないので、市報などの情報を見てもどんぐり広場など場所がよくわからず、

結局行かないまま。地図付きや、どんなことをしているかなど詳しくのっていると嬉しい 

慣れない土地での育児スタートだったので保健師さんが来てくださり、気さくに相談や話

を聞いてくださったことがとても嬉しかった。ありがとうございました。市の健診の時、小

児科医の診察が大部屋でプライバシーもなく、他の人のことがまる聞こえなのはどうかと

思った。ミルクか母乳かなど先生が大声で聞かれたりしていたが、聞かれたくない人もい

たのではないかと思う。また、たとえ低月齢の子でも、上半身裸になるのでカーテンなど

で区切るなどの配慮が必要と感じた 

土日にも利用できる子育て支援の場（特に雨の日）があれば利用したい。夫が仕事でい

ないこともあるので 

０才以下、１～２才、２～３才と区別した講座（リトミックなど）を開催してほしい。できれば

無料か、回数を指定して低額で。一時預かりなど急な用事でも利用できる保育サービス

を専用で作ってほしい。２～３時間など短時間でも利用可能なら嬉しい 

出産できる施設があればいいと思う。同じ月齢の子が集まって遊んだり学んだりできるイ

ベントがあるといい。妊婦健診の補助の回数、子どもの健診の補助の回数を増やしてほ

しい。ゴミ袋を安くしてほしい 

ひよこルームなど、いつどこで申し込みをすればよいのか分からない。広報に載ってい

ない子育て情報が多すぎて、色んなところから情報収集をしなくてはならないので一つに

まとめてほしい。参加したい講座などに申し込みするも定員になり断られるので、講座の

日数を増やしたり、前回参加された方は次回にするなど配慮してもらいたい 

生後、予防接種のことで職員が訪問されただけでその後は一度もなし。保健師さん等、

保護者へのアドバイスも必要かと思う 

土日祝日に保育所のような預かり保育をしてくれる施設を作ってほしい。保育所でなくて

も、土日祝・年末年始・GW・盆も仕事なので、子どもを見てもらえるところがあればとても

助かる。片親だと、子どもが病気になってもそばについていてやれない。病児保育の受

け入れ人数をもう少し増やしてほしい 

ふれあいサロンや子育てサロン、どんぐりハウスに行ったが、初めてだったり自分から話

しかけるのが苦手な人は輪の中に入れない。結局行っても何もできなかった。市の人た

ちが全員にケアできているか疑問、物より人材を育成してほしい 

買い物をする間有料（30 分でいい）で子どもを預かってもらえる施設がほしい 



84 
 

内容 

２才までは可燃物のゴミ袋が無料でもらえてとてもありがたい。中のサイズが使いづらい

ので、枚数を少なくしても良いので、大のサイズをいただけたらいいのにと思う。幼稚園

が一つしかなく、選択肢がないのがさみしい。公立がないので、せめて補助金をもっと多

く出していただけたらとても助かる。赤ちゃん訪問の担当の方がとても感じよく、気持ちが

楽になった。ありがとうございました 

ただ親と子が気軽に遊べる施設だけでなく、子どもの成長に即した、発達の悩みを一つ一

つ丁寧に解決し、よりよく子どもが成長できる仕組み・施設があれば、大竹っ子の良い発

展につながると思う。現状はないので、大竹市外に通うことになり、また、外には大変魅力

的な子どものための施設があるため、引っ越しをする友人もおり、さびしく思っている 

夜間診療を充実させてほしい。近場に小学生が利用できる支援センターがほしい。歩道

をもっと確保してほしい。立戸付近は水路が危険で子どもが歩きにくい場所が多い。呉

ポートピアや蜂ヶ峰のような広々とした遊び場がほしい。運動公園のようなもの。ランニ

ングできるトラックがほしい 

どの公園にも特徴がなく、グラウンドに遊具が置いてあるだけ。ゴミも多く遊びにくい。立

戸周辺には公園がない。短時間であれば市内の公園に行くが、半日や休日だと、廿日

市や岩国まで車で行くことがほとんど。公園には大きさ、休息する場所などがほしい。親

と小さい子が行く所がない。安心して食事する場所があればママ友ともっと交流ができ

る。ゴミ袋は大がもっとほしかった。工場が多く親戚もいないので頼るところがない。出産

前後のケアもなくとても困る。シルバーセンターに問い合わせてもできることや時間が限

られており安心して利用できない。日中の交流等では力を入れているが、それ以外では

転勤族には住みにくく感じる 

休日・夜間でも子どもを診てくれる病院がほしい。市内にあると安心できる。以前お盆に

西医療センターで子どもを診てもらったが、「選定療養費」を請求されて驚いた。当番医

の扱いになる場合に請求されると困る。他に受診できるところを作ってほしい。人口を増

やすためにも、市内で出産できるようにしてほしい。病児保育・一時預かりなども、当日

予約でも利用できるようにしてほしい。親子三世代で市内在住の人が多いからか、利用

が少ないのかもしれないが、近くに預けるところがない人もいるので、せっかくあるなら便

利になってほしい 

大竹市には土日に子どもを連れて遊びに行ける施設がないこと。特に雨の日。松ヶ原な

ど、中心部から離れた場所には立派な遊具があるが、晴美など人の集まる場所には遊

具の充実した公園がないこと。芝生広場など緑を多く取り入れた公園がないこと。土日

に親子で参加できるイベントが少ないこと。・・・等の改善を図ってもらいたいと感じてい

る。待機児童ゼロなど、保育に関しては充実していると思う 

子どもの医療保険代を廿日市市のように無料にしてほしい。交通の便が悪すぎるので、

広島方面へ行くバイパスの検討をしてほしい。玖波に信号が多すぎる。ゆめタウンを大

型店舗にしてほしい。外食するところが少ない 

乳幼児等医療費受給者証を広島県外でも直接利用できるようになったらいいと思う 

不妊治療への援助をしてほしい 

子どもの医療費が高い。予防接種などもう少し補助がほしい。道路で、青信号で子ども

が横断中なのにものすごいスピードで右折してくる車が多く不安。歩車分離などどうにか

してほしい。小方学園への通学路、草が茂り見通しも悪く、雨や雪で滑る。夏は日が当た

り具合が悪くなる。シルバーの方を活用して階段の上と下などに人を配置してほしい。変

な人がいた。安全上どうなのか 
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内容 

岩国市のように３人目からは保育料を無料にしてほしい。医療費の 500 円もなしにして

ほしい 

乳児医療に所得制限を設けないでほしい。他の市町村では違うので不公平に感じる。日

が長くなると 18 時くらいに音楽が流れるが、１年間通して 17 時半くらいにしてほしい。18

時では幼児には遅くて、寝る時間が遅くなる。音楽が流れたら帰るようにしているため 

和木なら小学校の時給食費補助があったが、大竹はあるのか。医療費 500 円、安価だ

が他の地域は無料と聞いたことがあるが大竹はどうか。子育てに関する費用をとにかく

支援してほしい 

多子世帯には医療費・保育料の減額や、住民税の免除など費用面での優遇がほしい。

大竹市はもっと子どもの教育に重きを置いてほしい。選挙権を持つ老人ばかりに気を取

られていないで、将来の納税者である今の子どもたちを育てるということを考えるべきだ

と思う。数年前に比べると、公立保育所がとても利用しづらい雰囲気になっている。親か

らの相談に親身になってくれる保育士や子どもの気持ちをくんでくれる保育士が少ない。

また、元保護者（地域住民）が現役員に口出しして役員の仕事を増やすなど余計なこと

をする。地域ぐるみで子育てをする市になってほしい 

子どもの医療費の無料化。和木から引っ越してきたので、500円でも高い気になってしまう

和木や岩国や福岡では、「医療費が○才まで無料」という制度があるのに、大竹は一律

500 円かかることが親にとっては負担になっている。けがや病気で病院に行こうか迷って

いる時に、岩国にいた時はすぐに連れていけたが、大竹へ来てから躊躇してしまう。将

来を担う大切な子どもたちが安心して病院へいけるよう、大竹市も（希望は中学生まで）

医療費を無料にしてほしい。これはぜひとも実施してもらいたい。大竹市に対してこの問

題だけは唯一不満に思っていること。消費税も上がるし、家計はどんどん苦しくなるばか

りなので、子どもを持つ家庭のことも考えてほしい 

岩国市は３人目からお祝い金がもらえたり、３人同時に保育園に入れなくても３人目は

無料だし、乳児医療も無料。和木などは給食費などが無料で羨ましいと思うことがたくさ

んある。大竹市も少しでも子どもを産みたい・育てたいと思われる市になるように 

子どもの医療費を無料にしてほしい。毎回 500 円払うのは負担 

子どもの医療費について、１回500円という出費がきつい。ひどくならないとかからないよ

うにしている。岩国は無料と聞いている。保育料に関しては負担をするのは当然（そのま

までいい）と思う。病後児保育について、かかりつけの医師に診てもらわないといけない

のは制度として理解できるが、正社員で働いている私としては、もう少し利用しやすくな

らないかと思う。西医療センターの医師にお願いできないか。広島市西区にあるはまだ

小児科がやっている病児保育はとても良かった。熱が出ても当日朝に電話すればみて

もらえた。かかりつけの病院ではなかったが、受診もできて、保育もしてくれた。子どもの

健康面に関することなので全てをお願いするのは難しいと思うが、利用しにくい制度で

は、その制度がないのと同じではないかと思う。私は１日 1000 円は安すぎると思う 

子どもの医療費・健診費の無料化 

子どもの医療費がかからなかったらもっと嬉しい 

医療費負担額を０円にしてほしい。収入による負担の区別をなくしてほしい。ほんの少し

の収入オーバーのために医療費を負担しなければならないので損だなと感じる 

大竹には大きな病院があるのに、夜間診察してくれないのが不安。岩国の病院に行くと

乳児医療が使えないので負担が大きい 
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内容 

西医療センターの分娩施設の復活。小方駅・岩国大竹道路の建設。広島行き高速バス

の本数・停留所を増やす。平日の通勤・通学時間帯のこいこいバスだけは本数を増やし

てほしい。サイクルパークに自転車を置いているが、雨が降った時の移動手段がない。

サイクルパークを作って料金を払わせるなら、原付や自転車を置いている人が不便でな

いようにしてほしい。四国銀行が指定金融機関ということ。広島銀行の支店を作ってもら

って、市役所内にも ATM を作ってもらってほしい。支店がないことに驚いた 

大竹市で出産できるようにしてほしい 

住むのにはやや満足、子育てにはやや不満。理由は、スイミングなどの習い事のために

市外に行かなくてはならない、小児科のみでやっている病院がない、幼稚園が一つしか

ないなど。スイミングは市外でも振り替えがとれないほど生徒が多く、道が混めば遅れる

といった悪循環。大竹にできればこれらが解消すると思う。また、３人いると教育面にお

金がかかるので、費用負担の軽減もお願いしたい 

休日診療所で小学生以下が診てもらえないのが困る。急な発熱・嘔吐で診てもらえる病

院が大竹にないので、岩国まで行くことが多く負担。西医療の先生はきちんと診察・検査

してくれず、不安をあおるだけなので行きたくない 

健康診断などあちこち行かなくてもいいような総合保健施設があったらいいと思う。予防

接種や健康診断を同じところで受けられるよう 

西医療センターが 24 時間体制の子ども診療だといいのだが 

西医療センターに夜間でも小児科を診察できるシステムを作ってほしい 

産院の復活。子育ても大切だが、子どもを産みやすくしてほしい 

小児科専門のクリニックがあるといい。母親が働いていないのに保育所に入れている人

がたくさんいるのが疑問 

休日・夜間の医療の充実。臭気等の環境改善。企業への子育て支援充実の要請（例え

ばゆめタウン大竹の男子トイレ側にもおむつ替えシートを設置するなど）。無記名であっ

ても子どもの誕生日により個人が簡単に特定できてしまうことは不満 

西医療センターの小児科を充実してほしい。ドクターと夜間救急を特に。保育所の一時

保育に預けづらい（本町）。「泣くだろうから用事が終わったらすぐに迎えに来てください」

「泣くのが続いたら電話するので携帯番号を教えて」など、預ける前に言われたら安心し

て預けられない。また、「職員の休みがわかるまで受け入れ可能な日にちが決まらない」

と言われ、預ける予定を立てられないので困る。結局利用しなくなった 

大竹市でも夜間病院で子どもを受け入れるようにしてほしい。出産できる産婦人科もつ

けてほしい 

大竹市では夜間にみてもらえる病院が少なすぎる。子どもはいつ熱が出たりケガをする

かわからないのに、広島市内か藤生まで行かなくてはならない。医療センターに電話し

ても必ず診てもらえるとは限らない。大竹市の病院に不満がある方はたくさんいると思

う。どうにかしてほしい 

夜間病気した時安心していける病院がない。西医療はあてにならない 

スイミングスクールを作ってほしい。小児科などをもう少し増やしてほしい 

市に産婦人科がないことに驚いている。これではいつまでたっても子どもは増えず過疎

化するばかりと思う。子どもの時間外受診の際も、夜間は岩国や広島まで行かなくては

ならず不便を感じる。子連れで出かけられる施設もなく楽しめる場所がほしいと思う。子

育て世代への住居手当等の支援があるとありがたいと思う 
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内容 

子どもの健診を市でやってもらう時に、いつやるか等をもっとわかりやすくしてほしい。病

院で健診の予約をした時に、市役所でやりますよと教えられたことがあるので、市役所で

やるのか個人で病院に行くのかをもっとわかりやすくしてもらえるとありがたい 

医療機関に関して、休日・夜間救急で安心していける小児科がないのはありえない。産

婦人科で出産できる病院がないのもありえない。こんなので安心して住めるわけがな

い。他の市と比べるのもなんだが、廿日市に住んでいる友人からは、子どもの医療費や

支援センターの規模、公園の広さなど、廿日市市は良いよという話を聞く。なので、廿日

市市に移り住む友人もいた。大竹市もそういう町にしてほしい。市役所の場所も不便す

ぎる 

保育料が高くて生活が苦しい。保育所の担任の先生がこの１年ころころ替わって教育方

針にブレがないのか気になる。保育所でできたことを褒めるより注意が多くて傷ついてい

る親が結構いる。黒川はレイヨンにしかきれいな公園がなく、道も狭いのに車が多くてス

ピードも出している。散歩もできない。歩道を充実させ公園を作ってほしい 

南栄２～３丁目の公園にブロック・レンガがたくさん散乱しており、子どもを遊ばせるのに

危険を感じるので撤去してもらいたい 

廿日市市大野の小田島公園や、柳井市のウェルネスパークに設置してあるような大型

遊具を、大竹市内のどこかに設置してもらえると嬉しい 

公園など外で遊べるところが少ない 

子どもがボールを使って遊べる公園があればよいと思う。最近ではボール使用禁止の

公園が多く、学校の校庭も自由には使えないので、わざわざ遠くまで連れて行かなくて

はならない 

もっと広くて衛生的で遊ぶ施設もあり、子連れでも出かけやすくてコミュニケーションもと

れ、子育ての悩み等も相談できて市との連携も取れる支援センターのようなものが大竹

市に一つでもあればよいと思う。大きな公園、遊具や思いきり遊べるグラウンドがないの

で、ゆめタウン横などにあったらいいなと思う 

小田島公園のような大きな遊具のある公園が近くにほしい。どこに行くにも２号線を通ら

なければならないので、岩国～大竹道路の早期実現をお願いしたい。現在は２号線の

交通量が多く、時間帯によっては渋滞がひどい 

親子で体を動かせる公園がほしい。今は大竹市外へ出ている。せっかくなら市内にほし

いし、お金を落としたい。老若男女体を動かせる設備（大型遊具、ジョギングの道、ストレ

ッチの場）と、あわよくば、道の駅のような地元の特産品が集まり、食事もできるところが

併設されていると一日過ごせる。ぜひとも 

大竹市は子どもが外で遊べるような遊具も大きな公園もない。いつも廿日市や市外まで

遊びに連れて行かないといけないのが非常に不満。雨の日に遊べる場所がないのもど

うにかしてもらいたい 

子どもと一緒に行ける飲食店が増えてほしい。座敷がある店が少ない、子どもが遊べる

スペースが少ないように思う。土日に子どもと遊べる施設があればいいなと思う 

母子家庭のため、保育所を利用したかったが保育料が高く、たまたま近所に母子家庭で

幼稚園を利用している方がおり、相談したところ、保育料も安く居残りや預かりもあると

のことで幼稚園に入園させた。保育料が高いと思う。子連れでお金をかけずに１日遊べ

る場所・施設が大竹市にはない。和木町や玖珂へ出かけている 

遊具のある公園などを作ってほしい 
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内容 

子どもが楽しめる大きな公園がほしい。アスレチック、遊具、蜂ヶ峰のような大きさの施

設が大竹にもあればよい。その周辺に飲食店やお店があれば人が集いそう。あと、全て

の保育所に一時預かりできる部屋があればいい。大竹保育所に預かりがないので残

念。幼稚園も大竹に１つしかなく選べないのでもう１つ位あればいい。もっと人口が増え

て栄えてほしいと思う。若い人をどんどん大竹にとりこみたい 

晴海公園の利用説明書があるといい 

青木線のセブンイレブンの隣の公園にトイレを設置してほしい 

公園を増やすことや、雨の日でも遊べる場所を作るなど、もっと子育てをしやすい市、保

育所・学校の費用の軽減をし、子どもを育てやすい市に変えてほしい。現状では、子ども

は増えることはないと思う。とても育てにくい 

子どもと遊ぶ広場がない。公園も小さいし、室内広場にまで行っていたがお金がかかる

から毎週は無理だし。でも子どもは動く。大きい声で話す。広場がほしい。山口県の恐竜

のところは冬寒かった。３月 14 日「アンケートありがとう」という葉書が来たけれど早す

ぎ、出してないし 

大竹は公園が少なすぎる。岩国の児童館のような建物がほしい 

幼稚園が市内に一つしかないので選択できず、他市に通ったり転居したりする人も多

い。市内に子どもが少なくなると、習い事の場所も減り、子どもを育てにくくなると思う。子

どもを連れて遊びに行く場所を増やすなど、だんだん環境は整備されつつあると思うが、

市内から子どもが少なくならないような施策を考えていただきたい 

公園がゴミ等で汚れていたり、ネコや犬のふんがあったりで、不衛生で遊ぶ時に困る。

特に油見公園とさかえ公園。それと、土日や平日の夕方等、小学生が公園の遊具内で

ゲームをしているので、小さい子どもを遊ばせることができない時がある。小学校にもそ

のようなことを知ってもらい声かけをしてほしい 

油見公園によく遊びに行くが、いつもゴミが散乱していて汚い。子どもがまだ小さいので

気になって触ったりするので、何とかしてほしい 

大野の小田島公園のような色んな遊具があったり、自転車の練習ができるような公園が

ほしい 

みどり公園は昔はもっと遊具があった気がする。すべり台くらいはあってもいいのでは。

岩国の元町あたりの公園は小さな子どもが遊べる遊具がたくさんあり羨ましく思う。立戸

１丁目からだと、みどり公園は遊具が少なく、油見公園まで行くのが大変 

現在小方地区に住んでいるが、子どもが遊べる公園が少ないと思う。遊具も、ブランコ・

すべり台・砂場とどこも同じで、子どももすぐに飽きてしまう。また、公園もすぐ近くにない

ので、少し遠くに行くしかなく、行ったとしても他の親子に会うことはめったになく、１年に

１、２回出会えばいい方で、遊んでいても寂しくなる。晴海の海側に広い場所があるの

で、そこに玖珂の総合公園やエルネスパークや小田島公園のような広くて大きい総合公

園などができたらいいと思う。晴海の市が分譲している土地も買い手がなくずっと放置と

いう気がするので、そこもうまく利用して公園や児童館にしたらいいと思う。元小方中の

体育館は緊急時用・避難場所として残してあると聞いたが、あんなに海に近く低い建物

は無意味だと思う。アンケートに協力するのは市民として当たり前のことだと思うが、ここ

で記入したことが無駄にならないことを心から願う 
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内容 

大竹市には土日に子どもを連れて遊びに行ける施設がないこと。特に雨の日。松ヶ原な

ど、中心部から離れた場所には立派な遊具があるが、晴美など人の集まる場所には遊

具の充実した公園がないこと。芝生広場など緑を多く取り入れた公園がないこと。土日

に親子で参加できるイベントが少ないこと。・・・等の改善を図ってほしいと感じている。待

機児童ゼロなど、保育に関しては充実していると思う 

月１～２回でもいいので、日曜祝日でも利用できる子育て支援センターや、屋内で遊べ

る場所があればとても助かる 

児童館の小６までの延長をしてほしい 

支援センターの時間を 17 時までにしてほしい 

児童館の利用が週末もできるといい 

大願寺が整備される前、老人向け施設や保育園の新設、または移転等が議会の質問・

議題にあがっていたが、結局小方学園と給食施設ができただけ。どんぐりハウスより広

い未就園児用の施設が市街地にほしい 

室内で土日も利用できる子ども館のようなところがあれば嬉しい 

子育て支援センターどんぐりハウスをよく利用しているが、施設自体もおもちゃ等も老朽

化している。改善してほしい 

岩国のこども館のようなものがあったらすごくいいと思う。小さな子どもから小学生まで

一つの建物の中で遊べる。岩国まで行くのは遠いので、大竹にできたらすごくうれしい。

スイミングスクールができたら嬉しい。これも岩国まで行くのは大変 

保育士のレベルアップを望む。保育士も人間とはいえプロなのだから、感情で子どもに

接しないでほしい。親や子が気に入らないと態度が悪い。挨拶なし、子どもに当たる。預

けている間、子どもがどんなことをされているか不安。保育士によって考え方や方針が

違うので、せめて同じ保育所内では統一してほしい 

子どもが病気の時は仕事を休んで親が見ればいいが、親の体調が悪くて仕事を休み子

どもを保育所に連れていけない時、子どもの送迎をしてくれたら楽なのにと思うことがあ

る。保育所の前はいつも送迎車だらけなので、近所からの苦情もなくていい気もする 

保育士の正職員の数が少ない。イオン系などイズミ以外の商業施設の誘致 

保育所について、現在入所予定だが預けるにあたり、「１日４時間以上、週○日以上で

ないといけない」と言われた。ただでさえ小さい子どもがいるということで面接さえ断られ

てしまう状況でどうやって働けばいいのか。さらに入所後、１か月以内に働いていないと

いけないなど無理がある。もう少し期間を延ばしてほしい 

土曜日の保育をもっと簡単に預かってほしい。「何の用事？」などとしつこく聞かれるの

が嫌。また、保育所によって異なるのも大変不思議。土曜日も通常保育にしてほしい 

公立保育所の保育士の正規職員の数が減っていることが不安。保育士を募集しても応

募がないのは、大竹市の保育所の人間関係がよくないこと、また、勤務時間に幅がない

ことだと思う。大野のほうは色々な時間勤務の体制があり、人間関係も良いと聞いた 

約４年間大竹市の保育所にお世話になったが、近隣の市などに比べて保育時間が短

く、土日の保育も充実しておらず、大変苦労した。これからはフルタイムで働く母親も増え

てくると思う。広島市内などで働いていても（通勤時間も含む）十分預けられる保育所・時

間にしてもらいたい。また、働く時間も様々なので、そのあたりを考えた体制としていただ

きたい。土日勤務などもある。３月の修育式後の保育の予定を保育所から聞かれたが、

できれば 29 日と 30 日は家でみていただきたいと言われた保護者が何人もいる。保育料

も払いお願いしているのに、土曜も月曜も仕事がある保護者はどうすればよいのか。先

生方が休ませてくださいと言っても良いのか 
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内容 

大竹市はなぜ保育所が多く、幼稚園が１つなのか 

保育所だが、もっと子どもを見てほしい。先生たちはどこを見て保育しているのだろうか

と思う時がある。友だちに叩かれている子がいると、叩かれる子に問題があると言った

先生がいた。「保育所って楽しい。また明日も行きたい」と言われるところになってほし

い。先生同士、また、所長、市の制約を重視し、子どもの気持ちは置き去りになっている

ように思える 

保育所の、働いている母親に対しての対応が疑問に思うことがあった。本来は働いてい

る人のためと思っていたので 

子どものことを第一に考えた保育・教育を行ってほしい 

保育園に預けられる時間を長くしてほしい。岩国は長いのに、大竹は短い時間しか預かっ

てもらえない。長く預けると別に料金がかかる。安心してフルタイムで働くことができない 

兄弟を同じ保育所に優先して入所させてほしい。下の子の時「空きがない」と他の保育

所を紹介されたので、空き次第の「転所」を希望したら、「転所はできない」と言われた。

放課後児童クラブの時間延長（18：30 まで、できれば 19 時まで）、年齢延長（５年生まで）

保育所についての情報が少ないと思う。それぞれの園の様子や行事がわかるような HP

作成等、情報の発信があっても良いと思う。保育所選びの参考にもなるし、オープンデイ

への参加の促進にもなると思う。尋ねなければわからないというのは少々不親切と思う 

幼稚園が市内に一つ、それも私立というのはどう考えても不自然。保育園が多すぎ。ま

た、小中一貫校も、９年間同じ施設に通うのは子どもにとっては新鮮味に欠けると思う。小

方学園は登下校の際に防犯面で心配 

幼稚園が一つしかないのがとても不満。それも私立のみ。方針が合わないので入園させ

たくないのだが、保育園には入れない。行政からのアドバイスもなく土地勘もなく若干孤

立を感じる 

大竹市には私立の幼稚園が一つのみで選択肢がない。周辺地域と比べて子育てに関

する施策が少ない感じがする 

幼稚園の選択肢がないのが不満 

問 39 で「４」を選んだが、幼稚園が１か所しかなく、その割に保育所の数が充実している

現実。専業主婦世帯にとっては入園の選択肢が少ないので、幼稚園の数がもっと増え

たら助かると思うし、保育所も原則専業主婦世帯の子どもの受入れを可能にしてもらえ

たら預けやすいと思う 

幼稚園が決まってしまうことが残念。育児センターは充実しているのに、教育面の機会

がもう少しあると嬉しい 

防災無線が室内にいるとわかりづらい。途中から窓を開けて聞くのだが聞き取りにくい。

大竹市内に認定こども園を作ってほしい 

小瀬川をはさんで和木町では医療費が無料、保育費も低価格、給食費も無料。大竹で

はすべてにお金がかかる。大竹は工場も多く、市にしては人口も少ないのに、なぜ子育

てに関する対策が和木町と違うのか。このアンケートもすごくややこしい。もう少しわかり

やすくしてほしかった 

児童手当のお金よりも保育料を安くしてほしいし、給食費にまわしてほしい。学校の給食

費は味の割に高すぎる 

先日テレビで、第３子・４子を出産した時に祝い金をいただける自治体があるというのを

知った。いいなぁと思った。子どもが病気でお金が必要なので羨ましかった 
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内容 

晴海に年間維持費のかかる野球場を作るくらいなら、給食費を無料にするなどしてほし

い。子育て支援としてこれから何をしてくれるのかあまり大竹市には期待できないのが本

音。廿日市市や岩国のほうが子育てに関しては魅力的。小方ヶ丘に保育施設を作ると

言っていたのも本当は作る気がなかったんじゃないか。はっきり言って今の市長率いる

大竹市は子育ての環境は近隣の市に負けている。誰によくしているのか。周りも同意見

の人が多い 

岩国市のように第一子の保育料は全額、第二子は半額、第三子以降は無料としてほし

い。同時に入所した場合のみというのはあまり経済的に助からない。むしろ同時に入所

する場合のほうが少ない 

共働きの保育料が高すぎる。保育所や保育士さんの給料として払うのであれば喜んで

払うが、大竹市への税金と思うととても嫌。子育てしやすい町に移ろうと考えているほ

ど。子育て支援は他の市町村と比べ群を抜いて最低のひと言 

保育料が高いのは何とかしてほしい。何のために働いているのかわからない 

岩国と比べて保育料が高い 

アンケートの意味がわからないところが多い。男性の育休のことを書いていて、育休を当

たり前に取得しているかのように書いてあるが、実際に取得している人は 100 人中１、２

人ではないのか。ページ数は多いけど中身がない。紙きれで意見を聞くのじゃなくて、保

育所等に行って保護者の意見を聞いてほしい。大竹保育所、０歳児の人数を増やしてほ

しい。働くに働けないお母さんがたくさんいる。保育料が高い 

前より給料がどんどん減っているのに保育料がどんどん上がるのでとても高いと思う。

廿日市市の友人と比べると全然違う 

保育料２人目半額、３人目無料とあるが、一度に３人入所する家庭は少ないと思う。入

所人数ではなく、第３子から無料にするなどのほうが少子化対策や仕事と家庭の両立が

できやすい環境になると思う 

保育料が高い。市営の家賃が高い 

現在、３人同時に保育所に入所すると３人目の子の保育料は無料になる。他の自治体

では、３人同時ではなく、第３子は無条件に保育料無料のところがあると聞いた。大竹市

もそうしてほしい。子育てをするにはお金がかかる。人数が増えればもっとお金がかか

る。経済的不安から子ども２、３人目を産むのをやめる人もいる。将来のために、今の若

い世代の子育てにもっと援助があっても良いと思う。小さい子をかかえての仕事、休み

が多くなることもあり、保育料を稼ぐために仕事をするような月もある 

世帯全員の収入で保育料が決まるのはどうかと思う。実際にお金を出しているのは祖父

母ではなく子どもの父親なので、保育料があがるのは不思議 

保育料が高すぎる。自営の人は３人預けて１万円と聞いてびっくりした。安いし、３人目

はタダで、２人入れても１万だから負担にならないと言われびっくり。会社員は負担がか

かりすぎる。パートしても半分は保育料。これでは習い事もさせてあげられない 

学童保育について。３年生までなのを６年生までみてほしい。現状、パート短時間（15 時

帰宅）なので通常は良いが、夏休み・春休み・学校の代休などに預け先がなく、子どもだ

けで留守番になってしまう。夏休みだけでも全学年対象に預かりをしてもらえると助かる 

放課後児童クラブは３年生までしか利用できないと聞いているが、フルタイムで働く親と

しては、児童クラブの利用ができなくなる４年生からの放課後を自宅で過ごさせるのは不

安がある。高学年になっても児童クラブが利用できるよう改善してもらえると、こちらも安

心して働けるので嬉しい。改善をお願いしたい 
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内容 

交通事故にはならなくても歩道が狭くて危ない思いをしたことがある人はたくさんいると

思う。子どもだけで歩くことに不安があるので、これから通学がとても心配 

現在上が今年で５才、下が３才だが、将来小学校に通う時、国道を通って学校に行くこと

になると思う。そこで毎日、国道を通って事故に合わないかと不安。陸橋などできたらよ

いと思うのだが、他にも意見が多ければ考えてもらえないかと思う 

みどり橋のところの横断歩道が危ないのでボランティアの人などをつけてほしい 

子どもの療育施設がなく、他の市に頼ってもなかなか受け入れがない。親の間でも困っ

ている話をよく聞く。一つでもそういった場がほしい 

質問項目が多すぎる気がした。長文を読むのも途中で疲れた 

プールや体操教室などの屋内の施設を作ってほしい 

車でないと行けないという場所ばかりで困る。近所に遊ぶ子もいないし 

栗谷地区で子育て中だが、下の子が生まれたばかりで上の子（２才）を見てもらえる場

がなく大変。下の子を連れて町まで出かけるのは無理である。買い物にもなかなか行け

ず、おむつが足りなくなることも 

住民税をもっと安くしてほしい 

色々な県に住んだが、大竹市は子育てがしやすくて好き 

夕方になる音楽を 17 時にしてほしい。近所の子どもは音楽が鳴ったら帰るように言われ

ているらしく、18 時にならないと帰らない。自分の子だけ 17 時に帰るといっても聞かな

い。18 時に家に帰ると入浴・夕飯と遅くなるので、18 時に音楽が鳴ってもよいが 17 時に

も鳴らしてほしい 

保育所の不正利用を堂々と人に話している人をときどき見かける。私を含め、他のフル

タイムのお母さんたちは、復帰するためには保育所に預けなければ復帰できない。特に

未満児は人数がいっぱいなので、希望の保育所に入れなかった。他のお母さんが同じ

ように悩んでいるのも聞いた。離れた２か所の保育園に送り、仕事へ行き、また２か所へ

お迎えに行く。とても大変なこと。不正利用（＝働けるのに下の子がいる等で自営業の人

に書いてもらっている）の方は、９～16 時に送迎し、ゆっくりおしゃべりをしている姿をよく

見かける。下の子がいる、働かないのであれば、幼稚園を利用すべき。不正利用を見抜

けない市にも問題があるのではないか。そこの対策もぜひ考えてもらえたらと思う 

もっと子どもが成長できる場を増やしてほしい 

新たな小方学園は丘の上にあるため、学校行事の際公共交通機関がないので不便。老

人会の方や車やバイクのない保護者のためにもバス停を設置してほしい。多くの小方学

区内の住民の心の叫び 

子どもを寝かしつける時バイクの騒音で目を覚ますことがある。取り締まりを強化してほ

しい 

西松屋がほしい 

スイミング等、大竹市内で子どもが通える施設があれば助かると思う。市外に行く交通

手段が苦労する 

いつもお世話になっているが、子どもが集まる「市」にしてほしいと思う。待ったなしだと

思う 

大竹駅に小さい子どもやお年寄りに便利なようエレベーターをつけてほしい 

玖波地区に若い世代の親子が居住できる・しやすい環境を作ってほしい。人口を増やし

てほしい 
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内容 

このアンケートに回答する時間、子どもと遊んでやりたいと思った。量が多すぎ。もっと母

子家庭の援助をしてほしい 

大竹駅にエレベーターやエスカレーターがほしい。ベビーカーを利用していた時には、エ

レベーターのある和木駅を利用していた。車いすの方もそうされる方が多いよう 

誠にすみません。フィリピンに行っている。４月に帰る。よろしくお願いします 

アレルギーの治療ができる先生に近くにいてほしい（白尾先生退職のため）。加工品（ハ

ム、ベーコン、菓子パン等）、アレルギー対応のものを分かりやすく売り場にまとめてほし

い。またどの保育園の給食にも対応できるよう、７大・５大アレルゲンとなるものが入って

いない加工品を使用したらどうかと思う。子どもが乳アレルギーで、乳製品以外にも意外

と食べられないものがあるのに驚いた 

こいこいバスに乗ってみたいが行く所がない。しかもバス停も遠い 

どちらかというと長男の悩みが大きいので、下の子に関してはとてもゆっくりと子育てが

できている。長男の反抗期も、下の子のおかげでだいぶ治ってきてはいるが、まだ接し

方がわからない 

アンケートが非常に分かりづらく、答えにくかったり何度もページを戻したりと回答が面倒

くさくなるようなアンケートだった。もっと的を絞ったアンケートにしてほしかった 

大竹駅にエレベーターを設置してほしい。ベビーカーを持って階段を上がるのは大変な

のでよろしくお願いしたい 

普段車は夫が通勤で利用するため交通手段がない。バスが通っているけれど、時刻表

や、どれに乗れば目的地にちゃんとつけるのかよくわからないため利用することができ

ない。もっと交通機関を充実させてほしい 

もっと子どもを持つ住民のことを考えてほしい。大竹市は変わらないと住民はどんどん離

れていく 

学校の制服や体操服、名札等を入学時学校で販売してほしい。小方は採寸があると聞

いたけど、大竹小はないのでサイズがわからないし、必要枚数もわからない。学校指定

がどれか、同じ形でもメーカーが違うものもありわからない。災害時等の放送は何を言っ

ているのか全く分からないので改善していただきたい。避難が必要でもわからないと思う 

 


